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環 境 配 慮 実 績　報告書
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　農業農村整備事業の環境配慮　計画・実績（R4年度まで）

令和5年3月現在の状況

環境配慮
５原則

環境配慮
５原則

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生植物
（ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈ、ｱｲ
ﾉｺﾋﾙﾑｼﾛ）

②最小化
・生育環境復元のため、幹線排水
路底版部の構造を、多孔質（石張）
とする。

②最小化
・計画どおり（排水路底版部を現地
発生石を利用した多孔質（石張）と
し、個体を水路完成後に移植）。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈの良好な
生育を確認した(R4)
・ｱｲﾉｺﾋﾙﾑｼﾛはここ数
年確認できていない
(R4)

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ、ｱｾﾞ
ｽｹﾞ）

⑤代償
・種子と生育土壌を採取、保存して
おき、整備後の田畦に移植する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の田畦
に移植した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞの確認地点
数は減少していた(R4)
・ｱｾﾞｽｹﾞは確認できて
いない（R4)

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾉﾆｶﾞﾅ）

⑤代償
・種子と生育土壌を採取、保存して
おき、大原工区の類似環境へ移植
する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の類似
環境へ戻した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾉﾆｶﾞﾅの確認地点数
は増加していた（R4)

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾌｻｽｹﾞ）

⑤代償
・種子と生育土壌を採取、保存して
おき、大原工区の類似環境へ移植
する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の類似
環境へ戻した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾌｻｽﾞｹﾞは確認できて
いない（R4)

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生植物
（ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈ）

②最小化
・生育環境復元のため、排水路底
版部の構造を、多孔質（石張）とす
る。

⑤代償 ・近隣地区外水路へ移植した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈの確認地
点数は減少していた
（R4)

ほ場整備（水
田表土）

希少植物
（ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ﾐｽﾞﾏ
ﾂﾊﾞ）

④軽減/消
失

・生育環境の復元のため、水田表
土の再利用を行う。

④軽減/消失
・計画どおり（希少植物の種子を含
む表土を剥ぎ取って保管し、整備後
の水田の表土として再利用）。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞの地点数は
ほぼ同等で、ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ
の確認地点数は増加
していた（R4)

ほ場整備
希少植物
（ｱｵﾋﾒﾀﾃﾞ、ﾐｽﾞﾀ
ｶﾓｼﾞ、ｱｾﾞｽｹﾞ）

⑤代償
・生育地の土壌をﾌﾞﾛｯｸ移植すると
ともに、種子を採取し移植先周辺に
播種する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の類似
環境へ戻した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞの確認地点
数は減少した(R4)
・ｱｵﾋﾒﾀﾃﾞ、ｱｾﾞｽｹﾞは
確認できていない（R4)

ほ場整備
希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ、ｳﾏｽ
ｹﾞ）

⑤代償 ・個体を類似地へ移植する。 ⑤代償

・計画どおり（生息位置の確認後、
移植する個体を採取し、一時的に
仮移植。移植先の代償池を整備し
た後、本移植を行った）。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・代償地でのﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ
は増加し、水路際に播
種したものは、発芽し
生育していた(R4)
・代償地でのｳﾏｽｹﾞは
増加していた（R4)

63 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

塚池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減/消
失

・種子を採取し工事後播種するとと
もに、個体を土壌とともに避難し、
工事後植戻しする。

④軽減/消失

・種子・個体を採取し、播種・保護育
成を行った。工事後工事後植戻す
予定(H30)
・工事後、保護育成していたコカモ
メヅルを3株、堤体部に移植した
(R4.6月)

・移植した3株は、いず
れも開花し、結実し
た。定着したと考える
(R4.11月)

66 Ｈ３１
老朽ため池等整
備事業

大師池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾐﾔｺｲﾊﾞﾗ）

④軽減/消
失

・施工業者に保護の啓発を行うとと
もに、個体に影響を極力与えないよ
う、仮設道路や重機仮置きの位置
を選定する。

④軽減/消失
・計画どおり（施工業者に対して保
護の啓発等を行った）(R4)

-

ため池堤体改
修

魚類等
（ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ、ｵｵﾀ
ﾆｼ）

④軽減/消
失

・施工時の減水期に個体を一時避
難させ、施工後に同池に戻す。

④軽減/消失
・計画どおり（工事実施前に個体を
一時避難させた）(R4.11月)

未

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ、
ﾌｻｽｹﾞ、ｱｾﾞｽ
ｹﾞ、ｳﾏｽｹﾞ、ｵｸﾞ
ﾙﾏ）

⑤代償

・できる限り多くの個体を採取し栽
培して、工事後、田畔に植え戻す。
また、代替湿地の田畔に植え戻
す。

⑤代償

・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻの種子採取を行い保
管した(R4.5月)
・次年度(R5)施工範囲に生育してい
るﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ、ｱｾﾞｽｹﾞ、ｵｸﾞﾙﾏの
生育状況を確認(R4.5月)

未

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ）

⑤代償
・ミズオオバコが生育している土壌
を取り置きしておき、工事後、類似
環境の田に再利用する。

⑤代償
・ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺの個体を採取し保護育
成を行った(R4.8月～12月)
・R4.11月に開花

未

モニタリング
結果等・（予定）

番号
採択
年度

事業名
地区名

（所在地）
工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

参考資料
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環境配慮
５原則

環境配慮
５原則

モニタリング
結果等・（予定）

番号
採択
年度

事業名
地区名

（所在地）
工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減／消
失

・工事までに個体を避難させ、プラ
ンターにより保護育成した個体及び
現地採取した種子を播種育苗した
コカモメヅルを、工事後の堤体に再
移植する。

④軽減/消失

・今年度工事区域内のコカモメヅル
1個体を採取し育成した(R4.6月)
・また、結実期に現地に生育してい
る個体から種子の採取を行った
(R4.11月)

・現地採取したコカモメ
ヅル1個体の生育状況
をモニタリング中(R4)
・9月に開花したが結
実しなかった(R4)

ため池堤体改
修

魚類
（ﾓﾂｺﾞ、ｼﾏﾋﾚﾖｼ
ﾉﾎﾞﾘ）

④軽減／消
失

・施工時の減水に併せ個体を採捕
し、同一水系で第1金清池と類似し
た環境のため池に分散避難させ、
工事後戻す。

④軽減/消失

・計画どおり（ﾓﾂｺﾞ、ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘを
採捕し、同一水系で第1金清池と類
似した環境のため池(第2金清池)に
分散避難させた）(R2)
・R2に、下流水域に避難させた配慮
対象種(ﾓﾂｺﾞ・ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘ)の生息
状況を確認するため現地調査を実
施(R3･R4)

・R3年度の調査では、
下流水域で、ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉ
ﾎﾞﾘが多数採捕された
が、ﾓﾂｺﾞは採補できな
かった(R3)
・R4年度の再調査にお
いて下流水域でﾓﾂｺﾞ、
ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘが多数採
捕された(R4)

71 R3
老朽ため池等整
備事業

土井の池
（東みよし

町）

ため池堤体改
修

水生生物
④軽減／消
失

・工事の際、水生生物の避難場所
として、ため池内部に溜水域を確保
する。

④軽減／消
失

・計画どおり（ため池内部に湿水域
を設け、水生生物(ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘ)を
避難させた）(R4)

未

77 R4
老朽ため池等整
備事業

古志田池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物（ｺｶﾓﾒ
ﾂﾞﾙ）

④軽減／消
失

・コカモメヅルの個体と種子を採取
し、工事期間中個体を育成し、種子
から苗の増殖を行い、工事後の堤
体に植え戻す。

④軽減／消
失

・種子採取後、播種し保護育成中
(R4.11月)
・次年度(R5)に個体採取を予定

未
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様式１

②最小化

環境配慮の内容：②最小化

　排水路底版部を現地発生石を利用した多孔質（石張）とし、オグラコウホ
ネ、アイノコヒルムシロの個体を水路完成後に移植し、生育状況確認のための
調査を実施した。

　令和4年度、オグラコウホネ・アイノコヒルムシロの生育状況確認のための調査を実施し
た。

　

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｈ２３

４６ 環境配慮実績（１／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名
長生西部
大原工区

市 町 村

オグラコウホネの生育確認状況（H22.9.23）

オグラコウホネの生育確認状況（R4.10.26）

配慮対策を実施した箇所のみ生育が、確認された。

幹線排水路に移植したオグラコウホネの生育
確認（R4.10.26）

令和4年10月26日、オグラコウホネの良好な
生育を確認したが、アイノコヒルムシロはここ数
年確認できていない。
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様式１

環境配慮の内容：

　Ｒ４年度、ほ場整備後に生育する希少植物について重点調査を行い、配慮
対策の有効性を検証した。

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｈ２３

４６ 環境配慮実績（２／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名
長生西部
大原工区

市 町 村

希少植物は圃場整備前は11種で、圃場整備後は8種となり、フサスゲ、アゼスゲ、カワヂシャの

3種が確認されなかった。
確認地点数ではヒメミズワラビ、ミズマツバ、スズメノハコベ、オグルマ、ノニガナの5種が増加し、
オグラコウホネ、ミズタカモジグサは減少した。

ヒメミズワラビ確認地点数（H22年） ヒメミズワラビ確認地点数（R4年）

ミズマツバ確認地点数（H22年） ミズマツバ確認地点数（R4年）

スズメノハコベ確認地点数（H22年） スズメノハコベ確認地点数（R4年）

増

増

増
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様式１

環境配慮の内容：

　Ｒ４年度、ほ場整備後に生育する希少植物について重点調査を行い、配慮
対策の有効性を検証した。

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｈ２３

４６ 環境配慮実績（３／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名
長生西部
大原工区

市 町 村

水田表土の再利用は水田内に生育する多くの希少植物の配慮対策として有効であることが再
確認された。一方、土水路周辺に生育する種（フサスゲ、アゼスゲ、ミズタカモジグサ）については
個体移植などの配慮対策を行う必要があることがあらためて明らかとなった。

オグルマ確認地点数（H22年） オグルマ確認地点数（R4年）

ノニガナ確認地点数（H22年） ノニガナ確認地点数（R4年）

ミズタカモジグサ確認地点数（H22年） ミズタカモジグサ確認地点数（R4年）

ミズタカモジグサ確認地点数（H22年） ミズタカモジグサ確認地点数（R4年）

減

増

増
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様式１

⑤代償

　

環境配慮の内容：⑤代償

　地区内に代償地（ビオトープ池）を創出し、ミズタカモジグサ・ウマスゲ
を移植。また、水路際にミズタカモジグサの種子播種を行い、モニタリングを
実施。

　令和4年度、ミズタカモジグサ・ウマスゲを移植したビオトープ池の維持管理及びモニ
タリングを実施した。

　

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｈ２４

４６ 環境配慮実績（４／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名
長生西部
大谷工区

市 町 村

ビオトープ池の維持管理前（R4.7.13） ビオトープ池の維持管理後（R4.7.13）

・ビオトープ池でのミズタカモジグサとウマスゲは増加し、水路際に播種したミズタカモジグサは、
発芽し生育していた。

ビオトープ池の管理状況（R4.4.28）

水路際のミズタカモジグサ（R4.4.28） ビオトープ池のウマスゲ（R4.4.28）

ビオトープ池のミズタカモジグサ（R4.4.28）

ビオトープ池
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様式１

環境配慮の内容：
　
　Ｒ４年度、ほ場整備後に生育する希少植物について重点調査を行い、配慮
対策の有効性を検証した。

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｈ２４

４６ 環境配慮実績（５／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名
長生西部
大谷工区

市 町 村

希少植物は圃場整備前は9種で、圃場整備後は9種となり、アゼスゲとアオヒメタデの2種が確

認されなかった一方、オグルマとノニガナが新たに確認された。
確認地点数ではウマスゲとミズマツバが増加し、オグラコウホネ、ミズタカモジグサ、カワヂシャ
が減少した。

ウマスゲ確認地点数（H24年） ウマスゲ確認地点数（R4年）

ミズマツバ確認地点数（H24年） ミズマツバ確認地点数（R4年）

オグラコウホネ確認地点数（H24年） オグラコウホネ確認地点数（R4年）

減

増

増
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様式１

環境配慮の内容：

　Ｒ４年度、ほ場整備後に生育する希少植物について重点調査を行い、配慮対
策の有効性を検証した。

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｈ２４

４６ 環境配慮実績（６／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名
長生西部
大谷工区

市 町 村

オグルマとノニガナのように、周辺にシードソースがある場合には、個体移植や播種などの配慮
対策を行わなくとも、圃場整備後の畔などに出現する可能性が高いことが明らかとなった。

ミズタカモジグサ確認地点数（H24年） ミズタカモジグサ確認地点数（R4年）

カワヂシャ確認地点数（H24年） カワヂシャ確認地点数（R4年）

オグルマ確認地点数（R4年） ノニガナ確認地点数（R4年）

減

減

新新
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様式１

④軽減/消失

環境配慮の内容：④軽減/消失

　希少植物（コカモメヅル）の個体を土壌とともに採取、保護育成し、工事後
植戻しする。

　平成30年9月14日に、希少植物（コカモメヅル）の事前調査を実施し、確認された6個体を
土壌とともに採取し、保護育成を行った。

　令和4年6月28日、保護育成してきたコカモメヅル3個体を、堤体部に移植しモニタリングを
行う。（令和2年秋、6個体のうち、3個体が生育不良で枯渇、消失した。）

吉野川市

事業所名 東部農林水産局＜吉野川＞ 課　名 農村整備担当 採択年度 Ｈ３０

６３ 環境配慮実績（７／１３）

事 業 名 老朽ため池等整備事業 地区名 塚池 市 町 村

コカモメヅルの個体を土壌とともに採取（H30.9.14） コカモメヅルの保護育成（H31.3.17）

コカモメヅルの移植状況（R4.6.28） コカモメヅルの移植状況（R4.6.28）

コカモメヅルの開花状況（R4.7.7） コカモメヅルの結実状況、3個体とも

定着した。（R4.11.4）
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様式１

④軽減/消失

環境配慮の内容：④軽減/消失

　施工業者に保護の啓発を行うとともに、個体に影響を極力与えないよう、
仮設道路や重機仮置きの位置を選定する。
　施工時の減水期に個体を一時避難させ、施工後に同池に戻す。

　計画どおり、希少植物（ミヤコイバラ）に関する保護を施工業者に啓発を行い、重機械の
仮置き位置や油の流出など生育環境に配慮した施工方法に努めた。
　また、魚類等（ゴクラクハゼ、オオタニシ）の個体を同様の生育環境にあると想定される
ため池に一時的に避難させた。

美馬市

事業所名 西部総合県民局＜美馬＞ 課　名 農村保全担当 採択年度 R1

６６ 環境配慮実績（８／１３）

事 業 名 老朽ため池等整備事業 地区名 大師池 市 町 村

落水後、オオタニシの個体を捕獲
（令和４年１１月）

啓発状況（令和４年１１月）

捕獲した個体を
近隣ため池に避難

（令和４年１１月）
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様式１

⑤代償

　

環境配慮の内容：⑤代償

　できる限り多くの個体を採取し栽培して、工事後、田畔に植え戻す。ま
た、代替湿地の田畔に植え戻す。

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｒ２

６７ 環境配慮実績（９／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名 長生中央 市 町 村

希少植物の事前調査（R4.5.27） ミズタカモジグサの生育確認（R4.5.27）

ミズタカモジグサの種子採取状況（R4.5.27） 採取したミズタカモジグサの種子（R4.5.27）

種子及び苗の採取計画に基づき、次年度(R5)施工範囲の希少植物の事前調査を行い、
ミズタカモジグサの種子を採取し保管した。

種子及び苗の採取計画に基づき、次年度(R5)施工範囲の希少植物の事前調査を
行った。

アゼスゲの生育確認（R4.5.27） オグルマの生育確認（R4.5.27）
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様式１

⑤代償

　

環境配慮の内容：⑤代償

　ミズオオバコが生育している土壌を仮置きしておき、工事後、類似環境の
田に再利用する。

阿南市

事業所名 南部総合県民局＜阿南＞ 課　名 農村整備第一担当 採択年度 Ｒ２

６７ 環境配慮実績（１０／１３）

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名 長生中央 市 町 村

ミズオオバコの個体採取状況（R4.8.22） ミズオオバコの植替え状況（R4.10.10）

ミズオオバコの開花状況（R4.11.28）

ミズオオバコの個体を採取し保護育成を行い、モニタリングを実施した。

ミズオオバコの開花、生育状況（R4.12.12）
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様式１

④軽減/消失

環境配慮の内容：④軽減/消失

　コカモメヅルの個体と種子を採取し、工事期間中個体を育成し、種子から苗
の増殖を行い、工事後の堤体に植え戻す。

　令和4年6月28日、希少植物（コカモメヅル）の生育状況確認のため、事前調査を実施し、
今年度工事区域内の１個体を採取した。

　令和4年11月4日、コカモメヅルの結実時期に、種子の採取を行った。

　採取したコカモメヅル１個体が９月中旬に開花したが、結実しなかった。

阿波市

事業所名 東部農林水産局＜吉野川＞ 課　名 農村整備担当 採択年度 Ｒ２

６８ 環境配慮実績（１１／１３）

事 業 名 老朽ため池等整備事業 地区名 第一金清池 市 町 村

コカモメヅルの事前調査（R4.6.28） コカモメヅルの個体採取（R4.6.28）

コカモメヅルの種子採取状況（R4.11.4） 採取したコカモメヅルの袋果（R4.11.4）

コカモメヅル個体の開花状況（R4.9.17） コカモメヅル個体の育成状況（R4.11.26）
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様式１

④軽減/消失

環境配慮の内容：④軽減/消失

　工事の際、水生生物（シマヒレヨシノンボリ）の避難場所として、ため池内
部に溜水域を確保する。

　池内の上流部に溜水域を確保し、シマヒレヨシノボリ等の水生動物を捕獲し、避難させ
た。

東みよし町

事業所名 西部総合県民局＜三好＞ 課　名 農村保全担当 採択年度 Ｒ３

７１ 環境配慮実績（１２／１３）

事 業 名 老朽ため池等整備事業 地区名 土井の池 市 町 村

池内部での捕獲状況 池下流部での捕獲状況

溜水域への避難状況 溜水域への避難状況

捕獲個体 捕獲個体（シマヒレヨシノボリ）
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様式１

④軽減/消失

環境配慮の内容：④軽減/消失

　コカモメヅルの個体と種子を採取し、工事期間中個体を育成し、種子から苗
の増殖を行い、工事後の堤体に植え戻す。

　令和4年6月28日、希少植物（コカモメヅル）の生育状況確認のため、事前調査を実施し
た。

　令和4年11月4日、コカモメヅルの結実時期に、種子の採取を行った。

　令和4年11月29日、コカモメヅル種子の発芽状況試験のため播種を行った。

吉野川市

事業所名 東部農林水産局＜吉野川＞ 課　名 農村整備担当 採択年度 Ｒ４

７１ 環境配慮実績（１３／１３）

事 業 名 老朽ため池等整備事業 地区名 古志田池 市 町 村

コカモメヅルの事前調査（R4.6.28） コカモメヅルの開花状況（R4.6.28）

コカモメヅルの種子採取状況（R4.11.4） 採取したコカモメヅルの袋果（R4.11.4）

コカモメヅル種子の播種状況（R4.11.29） コカモメヅル種子の播種状況（R4.11.29）
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　農業農村整備事業の環境配慮　計画・実績（R4年度まで）

令和5年3月現在の状況

環境配慮
５原則

環境配慮
５原則

1 Ｈ１５
土地改良総合整
備事業

昭和２期
（阿波市）

農業用水のﾊﾟ
ｲﾌﾟﾗｲﾝ化

水生動植物
④軽減/消
失

・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化に伴い不要となる開水
路を存置し、地元関係者の協力の
もと用水を流す。

④軽減/消失
・地元関係者の協力により、開水路
を残し、用水を流下させている。

・工事前と同様の環境
を保全。

2 Ｈ１５
土地改良総合整
備事業

上喜来２期
（阿波市）

農道（現道拡
幅）

希少植物
（ｶﾜﾁﾞｼｬ）

①回避
⑤代償

・農道の路線変更もしくは移植す
る。

－
・対策なし（付近広範囲に生息を確
認でき、専門家は対策不要との見
解）

－

2 Ｈ１５
土地改良総合整
備事業

上喜来２期
（阿波市）

農道測溝水路 水生動植物 ②最小化
・水路側壁を環境配慮型のﾌﾞﾛｯｸと
する。

②最小化 ・計画どおり（緑草ﾌﾞﾛｯｸの設置）。 ・植物の繁茂を確認。

3 Ｈ１５
中山間地域総合
整備事業

相生中央
（那賀町）

水路
希少植物
（ﾕｷﾓﾁｿｳ）

②最小化
④軽減/消
失

・工事に際し痛めないよう作業員に
注意喚起する等行う。

④軽減/消失 ・生育箇所をロープで囲った。 ・開花を確認（H19.4）。

3 Ｈ１５
中山間地域総合
整備事業

相生中央
（那賀町）

取水堰改修
甲殻類
（ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ）

②最小化 ・遡上できる構造とする。 ②最小化 ・計画どおり（石張りｽﾛｰﾌﾟ構造）。
・堰の上下流で個体確
認（H19夏・秋）。

3 Ｈ１５
中山間地域総合
整備事業

相生中央
（那賀町）

区画整理
魚類等
（ﾄﾞｼﾞｮｳ等）

①回避
②最小化

・水田内のよけ（山際の土水路）を
残す。

②最小化
・計画どおり（水田内のよけ（山際の
土水路）を再設置）

・個体確認（H19夏・
秋）。

3 Ｈ１５
中山間地域総合
整備事業

相生中央
（那賀町）

区画整理
（畦畔）

農村環境・景観 ②最小化
・適切な畦畔の管理、もしくは石積
みの再利用。

②最小化 ・計画どおり（石積みの再利用）。 －

4 Ｈ１５ 農免農道事業
池田２期
（池田町）

農道（横断暗
渠）

魚類
（ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮ
ｳ）

②最小化 ・遡上できる構造とする。 －
・事業計画の見直しで地区外へ
（池田地区で対応）。

－

4 Ｈ１５ 農免農道事業
池田２期
（池田町）

農道
魚類
（ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮ
ｳ）

④軽減/消
失

・工事区域に取り残された個体を上
流へ移動させる。

－
・事業計画の見直しで地区外へ
（池田地区で対応）。

－

4 Ｈ１５ 農免農道事業
池田２期
（池田町）

農道（側溝）
徘徊性動物
（ﾋｷｶﾞｴﾙ等）

②最小化
・移動経路を確保するため、落下し
ないあるいは這い上がれる構造と
する。

－
・事業計画の見直しで地区外へ
（池田地区で対応）。

－

4 Ｈ１５ 農免農道事業
池田２期
（池田町）

農道
希少植物
（ﾔﾌﾞｻﾝｻﾞｼ・ｶﾝｱ
ｵｲ）

①回避
⑤代償

・路線変更もしくは移植する。 －
・対策なし（付近広範囲に生息を確
認でき、専門家から配慮不要との
見解）。

－

5 Ｈ１５ 農免農道事業
美馬中野

２期
（美馬市）

農道
希少植物
（ﾔﾌﾞｻﾝｻﾞｼ）

①回避
⑤代償

・路線変更もしくは移植する。 －
・着手前に消失（イノシシの罠を仕
掛けるとして除去された）。

－

6 Ｈ１５
老朽ため池等整
備事業

水晶池
（鳴門市）

ため池堤体改
修

在来植生
②最小化
④軽減/消
失

・堤体上流側法面を自然型擬石ﾌﾞ
ﾛｯｸ張等により植生空間を創る。
・堤体下流側法面に現況法面の表
土を張る。

②最小化
・計画どおり（自然型擬石ﾌﾞﾛｯｸ
張）。

・在来植生を確認（平
成19年夏・秋）

6 Ｈ１５
老朽ため池等整
備事業

水晶池
（鳴門市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｵｵﾊﾘｲ、ｷｸﾓ）

②最小化
④軽減/消
失
⑤代償

・堤体上流端を緩傾斜土羽護岸と
する。
・工事期間中、たまり水部を創設し
一時移動する。

②最小化

・計画どおり（堤体上流側端部を緩
傾斜の土羽としたするとともに、工
事期間中は浅瀬の水たまりを創
設）。

・在来植生を確認（H19
夏・秋）

6 Ｈ１５
老朽ため池等整
備事業

水晶池
（鳴門市）

ため池堤体改
修

貝類
（ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ）

②最小化
④軽減/消
失

・工事における改変を極力抑え、重
機から油類を流出、飛散させない。

④軽減/消失
・計画どおり（工事期間中浅瀬の水
たまりを創設）。

－

7 Ｈ１５
老朽ため池等整
備事業

池谷池
（阿波市）

ため池堤体改
修

在来植生 ②最小化
・堤体上流側法面を自然型擬石ﾌﾞ
ﾛｯｸ張とする。

②最小化
・計画どおり（堤体上流側法面に自
然型擬石ﾌﾞﾛｯｸ張を実施）。

・在来植生を確認
(H18.8）

8 Ｈ１５
河川応急対策事
業

長岸寺西
（松茂町）

水門改修
（取合水路含
む）

在来水生植物
（ﾋｼ、ﾊｽ等）

⑤代償
・ｺﾝｸﾘｰﾄ水路の側壁部及び底版部
に植生ヤシマットを設置する。

⑤代償
・計画どおり（ｺﾝｸﾘｰﾄ水路の側壁部
及び底版部に植生ヤシマットを設
置）。

未

8 Ｈ１５
河川応急対策事
業

長岸寺西
（松茂町）

水門改修
（取合水路含
む）

在来植生
④軽減/消
失

・堤体法面部盛土に現況の植生土
壌を使用する。

④軽減/消失
・計画どおり（堤体法面部の盛土に
現況の植生土壌を使用）。

未

9 Ｈ１５
地盤沈下対策事
業

藍住２期
（藍住町）

農業用水のﾊﾟ
ｲﾌﾟﾗｲﾝ化

希少植物
（ｺｲﾇｶﾞﾗｼ）

⑤代償 ・個体を移植する。 ⑤代償
・計画どおり（施工箇所のｺｲﾇｶﾞﾗｼ
を１５株移植）。

・枯死を確認（H17年夏
の大干ばつ）。
【分析】
・移植先での水不足。
今後の移植について
注意。

10 Ｈ１６
経営体育成基盤
整備事業

平島上
（那賀川町）

ほ場整備
（畦畔）

希少植物
（ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ・ﾐｽﾞﾏ
ﾂﾊﾞ・ｽｽﾞﾒﾊｺﾍﾞ）

③修正
④軽減/消
失
⑤代償

・在来種の繁茂する畦畔、水田の
表土を、それぞれ保管し、工事後に
戻す。
・土壌ごと個体を仮移植し工事後に
戻す。

①回避
④軽減/消失

・排水路の路線を変更し、ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ
の生息地を回避。
・計画どおり（畦畔土壌を保管し、畦
畔に再利用）。

・全ての重要種ほか事
前調査で確認された
多くの種を確認（H20
春、秋）
水田含め、従前の土
壌の再利用が有効。

10 Ｈ１６
経営体育成基盤
整備事業

平島上
（那賀川町）

ほ場整備
（水路）

水生動植物
（ﾒﾀﾞｶ・ﾄﾞｼﾞｮｳ）

③修正
④軽減/消
失

・水路側面に凹部を設け流速緩
和、底張りしない、ﾎﾟﾝﾌﾟ場に止水域
の創造など、生育空間を創設する。
・工事濁水の流入を防止する。

③修正
・計画どおり（ﾎﾟﾝﾌﾟ場内に、遊水池
を設け、ﾄﾝﾎﾞ等の水生動植物の生
息空間を設置）。

未

10 Ｈ１６
経営体育成基盤
整備事業

平島上
（那賀川町）

ほ場整備
（水路）

両生類
（ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ）

②最小化
④軽減/消
失

・両生類（ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ）の生態系に配
慮する。

②最小化
・水路側壁に水路から水田への移
動可能なｽﾛｰﾌﾟを設置。

未

モニタリング
結果等・（予定）

番号
採択
年度

事業名
地区名

（所在地）
工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

参考資料
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環境配慮
５原則

環境配慮
５原則

モニタリング
結果等・（予定）

番号
採択
年度

事業名
地区名

（所在地）
工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

11 Ｈ１６ 広域農道事業
徳島東部

３期
（徳島市他）

農道
希少植物
（ｷﾞﾝﾗﾝ・ｲｽﾞﾊﾊ
ｺ）

①回避
⑤代償

・路線変更もしくは移植する。

⑤代償

－

・計画どおり（計画路線の変更は困
難なため、ｷﾞﾝﾗﾝを移植）。
・対策なし（付近に多数の個体の生
育を確認したため、ｲｽﾞﾊﾊｺに対す
る対策は不要）。

・移植先周辺でｷﾞﾝﾗﾝ
を確認出来なかった。

【分析】
・鳥獣被害等により、
育環境に変化があっ
た。

11 Ｈ１６ 広域農道事業
徳島東部

３期
（徳島市他）

農道（側溝）
小動物
（ｶｴﾙ・ﾍﾋﾞ）

②最小化
・転落した際に這い上がれる構造と
する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

11 Ｈ１６ 広域農道事業
徳島東部

３期
（徳島市他）

農道
希少植物
（ﾀｼﾛﾗﾝ）

①回避
⑤代償

・路線変更もしくは移植する。 未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

11 Ｈ１６ 広域農道事業
徳島東部

３期
（徳島市他）

農道（横断暗
渠）

魚類
（ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ等）

②最小化
・円形ｺﾙｹﾞｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ等、上下流で移
動可能な構造を検討する。

②最小化
・計画どおり(上下流で移動可能な
スロープを設置した）。(H28)

－

12 Ｈ１６ 農免農道事業
忌部６期

（吉野川市）
農道

希少植物
（ｾﾄｳﾁﾎﾄﾄｷﾞｽ・ﾐ
ﾔｺｱｵｲ）

①回避
⑤代償

・路線変更もしくは移植する。 ①回避
・計画どおり（路線計画を見直し回
避した）。

－

12 Ｈ１６ 農免農道事業
忌部５期

（吉野川市）
農道

希少植物
（ｻｹﾊﾞｾﾞﾘ）

①回避
⑤代償

・路線変更もしくは移植する。 －
・対策なし（再調査の結果、希少種
でないセリと確認）。

－

12 Ｈ１６ 農免農道事業
忌部５期

（吉野川市）
農道（側溝）

地上徘徊性動
物
（ﾋﾊﾞｶﾘ）

②最小化
・転落した際に這い上がれる構造と
する。

②最小化
・計画どおり（地上徘徊性動物等が
転落した際に這い上がれる構造と
した）。(H28)

－

13 Ｈ１６
国営附帯県営農
地防災事業

六条
（上板町・
　板野町）

農業用水のﾊﾟ
ｲﾌﾟﾗｲﾝ化

水生動植物等
④軽減/消
失

・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化に伴い開水路への通
水が不要となるが、放水管を設置
し、地元関係者の協力のもと用水を
流す。

④軽減/消失
・計画どおり（地元関係者の協力に
より、現況開水路に用水を流下させ
る放水管を設置）。

－

13 Ｈ１６
国営附帯県営農
地防災事業

六条
（上板町・
　板野町）

農業用水のﾊﾟ
ｲﾌﾟﾗｲﾝ化

希少植物
（ｺｲﾇｶﾞﾗｼ）

①回避
⑤代償

・個体を移植する。 ①回避
・隣接する道路下へパイプを配管す
る経路変更により、生育するほ場
畦畔部の掘削を回避。

・畦畔部の個体は耕作
に支障があると除去さ
れた。
【分析】
農家の理解を得られる
よう啓発が必要。

14 Ｈ１６
老朽ため池等整
備事業

神明池
（阿波市）

ため池堤体改
修

水生生物
（ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾓｸ
ｽﾞｶﾞﾆ・ﾄﾝﾎﾞの幼
虫等）

②最小化
④軽減/消
失

・生息環境保全のため、多自然型
護岸とする。

②最小化
・計画どおり（堤体上流側法面に自
然型擬石ﾌﾞﾛｯｸ張（間詰めは現場発
生土）とした）。

・植生が繁茂してきて
おり、生育環境を保全
できている。

14 Ｈ１６
老朽ため池等整
備事業

神明池
（阿波市）

ため池堤体改
修

植物
（ﾅﾝﾃﾝﾊｷﾞ）

②最小化
④軽減/消
失

・個体を移植する。 －
・工事区域内に確認されなかったた
め移植していない（工事区域外に植
生を確認）。

－

14 Ｈ１６
老朽ため池等整
備事業

神明池
（阿波市）

ため池堤体改
修

水生生物 ⑤代償
・ため池の落水で干上がるため、水
生生物を避難する。

⑤代償
・計画どおり（落水時にﾓｸｽﾞｶﾞﾆを採
取し、ため池下流の水路へ放流）。

未

15 Ｈ１６
老朽ため池等整
備事業

檀池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

水生生物
（ﾒﾀﾞｶ、ｴﾋﾞ、ﾄﾝﾎﾞ
等）

②最小化
④軽減/消
失

・生息環境保全のため、堤体護岸
を一部自然石張とする。

②最小化
・堤体上流側法面を自然型擬石ﾌﾞ
ﾛｯｸ張で施工（間詰めは現地発生
土）。

･植生の回復が確認さ
れた。

15 Ｈ１６
老朽ため池等整
備事業

檀池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

②最小化
④軽減/消
失

・個体を避難し、工事後に元に戻
す。

④軽減/消失
・計画どおり（一時避難し、工事完
了後、現況生育付近に移植）。

・H19.6に移植した個体
の消滅を確認したた
め、再移植した
（H21.11）

15 Ｈ１６
老朽ため池等整
備事業

檀池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

水生生物 ⑤代償
・ため池の落水で干上がるため、水
生生物を避難する。

⑤代償

・落水時にため池の一部に水たまり
を残した。
・計画どおり（落水時にﾒﾀﾞｶを採取
し、上流水路へ放流）。

未

16 Ｈ１６
中山間地域総合
整備事業

牟岐
（牟岐町）

取水堰改修
魚類
（ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ）

②最小化 ・遡上できる構造を検討する。 ②最小化
・計画どおり（石張りのｽﾛｰﾌﾟ魚道を
設けた)。

・堰上流部で個体を確
認(H20調査)

16 Ｈ１６
中山間地域総合
整備事業

牟岐
（牟岐町）

区画整理

希少植物
（ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ｽｽﾞﾒ
ﾊｺﾍﾞ、ｳｽｹﾞﾁｮｳ
ｼﾞﾀﾃﾞ）

②最小化
④軽減/消
失

・生育する表土を仮置し、ほ場整備
後にその表土を戻す。

④軽減/消失
・計画どおり（表土を仮置きし、戻し
た）。

・ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ｽｽﾞﾒﾊｺﾍﾞを
確認したが、ｳｽｹﾞﾁｮｳ
ｼﾞﾀﾃﾞは確認されな
かった(H20調査)。

16 Ｈ１６
中山間地域総合
整備事業

牟岐
（牟岐町）

水路 ｶﾆ・ｶｴﾙ・ﾍﾋﾞ等 ②最小化 ・生息環境の保全を検討する。 ②最小化
・石積み及びフトン籠等による護岸
とし生息地を創造するとともに、脱
出用ｽﾛｰﾌﾟを設置した。

・ベンケイガニ、ﾄﾉｻﾏ
ｶﾞｴﾙ等確認(H20調
査)。

16 Ｈ１６
中山間地域総合
整備事業

牟岐
（牟岐町）

水路
徘徊生小動物
（ｶｴﾙ・ﾍﾋﾞ・ｲﾓﾘ
等）

②最小化
・転落した際に這い上がれる構造と
する。

②最小化
・計画どおり（排水路壁に階段ｽﾛｰ
ﾌﾟを設置）。

・水路内で小動物の死
骸等は見られない
(H20調査)。

17 Ｈ１６
中山間地域総合
整備事業

池田南部
（池田町）

道路（側溝）
徘徊性動物
（ｱｶｶﾞｴﾙ）

②最小化
・転落した際に這い上がれる構造と
する。

②最小化
・計画どおり（道路側溝はｱｶｶﾞｴﾙ等
が這い上がれる構造とした）。

－

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

希少植物
（ｱｾﾞｵﾄｷﾞﾘ）

①回避
・群落のある土水路をそのまま残
し、従来の水環境を維持する。

①回避
・計画どおり（群落のある土水路を
存置した）。

・専門家が個体数の増
加を確認。(H30)
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結果等・（予定）
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工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

希少植物
（ｱｾﾞｵﾄｷﾞﾘ）

⑤代償 ・移植する。 ⑤代償
・計画どおり（確認された個体を類
似環境へ仮移植。遊水池の付近に
再移植を行う予定）。

・最初に移植した箇所
は農家に撤去された。
遊水池横に移植した
個体は定着しなかっ
た。
【分析】
・農家の理解を得られ
るよう啓発が必要。

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ）

⑤代償 ・移植する。 ⑤代償
・生育箇所の畦土を剥ぎ取り、他の
土と区別し一時保管。工事後の水
路沿いの畦に戻した。

・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞを確認でき
ていない。
【分析】
・土壌構造を保たず、
移植したと考えられ
る。

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ、ｽｽﾞﾒ
ﾉﾊｺﾍﾞ）

⑤代償 ・移植する。 ⑤代償
・生育箇所の畦土を剥ぎ取り、他の
土と区別し一時保管。工事後の畦
に戻した。

・希少種を確認できて
いない。
【分析】
・土壌構造を保たず、
移植したと考えられ
る。

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

希少植物
（ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ、ｺｳﾎ
ﾈ）

⑤代償 ・移植する。 未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

希少植物
（ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ、ｻﾝ
ｼｮｳﾓ、ﾎｯｽﾓ）

⑤代償 ・移植する。 未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

水生生物
（ﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ
等）

②最小化
③修正
④軽減/消
失

・排水路の側壁や底部に凸凹部区
間を設ける。

②最小化
③修正

④軽減/消失

・計画どおり（排水路の側壁に魚巣
ﾌﾞﾛｯｸを設置）。

－

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

水生生物
（ﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ
等）

③修正
・水田と排水路を結ぶ魚道を設置
する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

18 Ｈ１７
経営体育成基盤
整備事業

今津南部
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

小動物
（ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ、両
生類、は虫類）

②最小化
④軽減/消
失

・転落した際に這い上がれる構造と
する。

②最小化

・計画どおり（水路側壁に水路から
水田への移動可能な現場発生小
石の突起として利用したｽﾛｰﾌﾟを設
置）。

－

19 Ｈ１７
国営附帯県営農
地防災事業

大津東部東
2期

（鳴門市）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

希少植物
（ﾊﾏﾎﾞｳ）

①回避
⑤代償

・路線計画の変更による回避又は
移植等する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

20 Ｈ１７
老朽ため池等整
備事業

寺谷池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

水生生物
（ﾒﾀﾞｶ、ﾀﾓﾛｺ、ｲ
ｼｶﾞﾒ等）

②最小化
④軽減/消
失

・堤体護岸の一部を自然石張護岸
とする。

②最小化
・計画どおり（堤体上流側法面に自
然型擬石ﾌﾞﾛｯｸを設置）。

・5種の魚類、5種の貝
類・甲殻類を確認。

20 Ｈ１７
老朽ため池等整
備事業

寺谷池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

水生生物
②最小化
④軽減/消
失

・ため池の落水に伴う、工事期間中
の水生生物への生息場所を確保す
る。

④軽減/消失
・計画どおり（工事期間中、浅瀬の
水たまりを創設）。

－

21 Ｈ１７ 農免農道事業
板野中部

２期
（板野町）

道路
希少植物
（ｺｲﾇｶﾞﾗｼ）

④軽減/消
失
⑤代償

・生育環境に配慮を検討する。 ⑤代償
・工事により、喪失する田、畦の表
土を取り置きしておき、工事後付近
の同様の場所にもどした。

未

21 Ｈ１７ 農免農道事業
板野中部

２期
（板野町）

道路
魚類
（ﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ
等）

③修正
④軽減/消
失

・生息環境の創設及び、工事期間
中の濁水に留意する。

④軽減/消失
・作業機械の点検整備により、重機
からの油類の流出・飛散の防止に
努めた。

－

22 Ｈ１７
中山間地域総合
整備事業

脇中央
（美馬市）

希少植物
（ｿｸｼﾝﾗﾝ、ｳｸﾞｲ
ｽｶｸﾞﾗ、ｸﾁﾅｼｸﾞ
ｻ）

②最小化
④軽減/消
失

・配慮を検討する。 ①回避
・事業計画の見直しにより配慮箇所
をでは工事を行わず、影響を回避し
た。

－

道路（側溝）
徘徊性動物
（ｶｴﾙ、ﾍﾋﾞ）

②最小化
・落下した際に、這い上がれる構造
とする。

①回避 ・道路側溝を設けないこととした。 －

23 Ｈ１７
中山間地域総合
整備事業

三好
（三好市）

堰 魚類 ②最小化
・取水堰の計画にあたっては、魚類
が遡上できる構造とする。

①回避 ・取水堰の計画を中止した。 －

Ｈ１７
中山間地域総合
整備事業

 三好（三好市） 排水路
希少種
（ﾔﾏｲﾊﾞﾗ）

①回避
⑤代償

・個体が確認された排水路の路線
変更する。

①回避
・計画どおり（排水路の路線を一部
変更）。

・排水路脇で、良好に
生育している。

Ｈ１７
中山間地域総合
整備事業

 三好（三好市） 排水路
希少植物
（ﾕｷﾓﾁｿｳ）

①回避
・生息場所に影響がないよう、増川
排水路改修工事を行う。

①回避
・計画どおり（生育区域を囲い、立
ち入り禁止とした）。

－

Ｈ１７
中山間地域総合
整備事業

 三好（三好市）
ため池堤体改
修

魚類
（ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ）

①回避
③修正
④軽減/消
失

・個体の保全を検討する。 未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

24 Ｈ１８
経営体育成基盤
整備事業

古養水・東
北

（阿波市）

農業用水のﾊﾟ
ｲﾌﾟﾗｲﾝ化

希少水生動物
（ﾒﾀﾞｶ、ﾋﾒﾏﾙﾀﾆ
ｼ、ｺｵｲﾑｼ）

②最小化
③修正

・調整水槽近傍にﾋﾞｵﾄｰﾌﾟを創出し
する。

②最小化

・新たなﾋﾞｵﾄｰﾌﾟの創設は困難なた
め、地区内にあるため池の水が枯
れないように、水の放水管を設置
し、希少水生動物（ﾒﾀﾞｶ、ﾋﾒﾏﾙﾀﾆ
ｼ、ｺｵｲﾑｼ）の生息環境を保全す
る。

未

24 Ｈ１８
経営体育成基盤
整備事業

古養水・東
北

（阿波市）

農業用水のﾊﾟ
ｲﾌﾟﾗｲﾝ化

希少植物
（ｶﾜﾁﾞｼｬ）

②最小化
④軽減/消
失

・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化に伴い開水路への通
水が不要となるが、放水管を設置
し、地元関係者の協力のもと用水を
流す。

－
・対策なし（ため池からの排水が常
時流入することから、生育環境の大
きな改変はなかった）。

－
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５原則
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モニタリング
結果等・（予定）

番号
採択
年度

事業名
地区名

（所在地）
工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

24 Ｈ１８
経営体育成基盤
整備事業

古養水・東
北

（阿波市）

農業用水のﾊﾟ
ｲﾌﾟﾗｲﾝ化

希少植物
（ｾﾝﾀﾞｲｽｹﾞ、ｺｶﾓ
ﾒﾂﾞﾙ）

④軽減/消
失

・一時避難及び生育土壌を工事後
に戻す。

①回避
・配管ルートの変更により、生育箇
所の掘削を回避。

－

25 Ｈ１８
経営体育成基盤
整備事業

御所
（阿波市）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

希少植物
（ｶﾜﾁﾞｼｬ）

②最小化

・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化に伴い開水路への通
水が不要となるが、放水管を設置
し、地元関係者の協力のもと用水を
流す。

④軽減/消失
・地元関係者の協力により、現況開
水路に用水を流下させている。

未

25 Ｈ１８
経営体育成基盤
整備事業

 御所（阿波市）
用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化（水槽）

水生動物
（ｷﾞﾝﾌﾞﾅ、ｶﾜﾑ
ﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉ

②最小化
③修正

・調整水槽近傍にﾋﾞｵﾄｰﾌﾟを創出す
る。

①回避
配慮箇所周辺の工事未実施のた
め回避された。

-

25 Ｈ１８
経営体育成基盤
整備事業

 御所（阿波市）
用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

希少植物
（ﾅﾝﾃﾝﾊｷﾞ、ﾋﾒﾐ
ｿﾊｷﾞ、ｺｷﾞｼｷﾞｼ）

④軽減/消
失

・個体を仮移植及び生育土壌を工
事後に戻す。

①回避

・生息箇所は農地の畦畔部であり、
道路区域内でのﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ工事の方
法等を検討した結果、生育区域へ
の影響が無いように工事を施工し
た。

－

26 Ｈ１８
国営附帯県営農
地防災事業

大山
（上板町・
　板野町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

希少植物
（ﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ）

②最小化
④軽減/消
失
⑤代償

・個体を仮移植し工事後戻す。 ①回避
・仮設道路計画路線を変更すること
で希少植物の生息地を回避。

－

26 Ｈ１８
国営附帯県営農
地防災事業

大山
（上板町・
　板野町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

水生動物
④軽減/消
失

・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化に伴い、生育する水路
への用水は不要となるが、既存水
路に水を流すことを、地元関係者に
協力を求める。

④軽減/消失
・地元関係者の協力により、現況開
水路に用水を流下させている。

－

27 Ｈ１８
老朽ため池等整
備事業

奥の池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾐｿﾅｵｼ）

④軽減/消
失

・工事前に種を採取し、工事後に付
近に播く。

①回避
・仮設道路計画路線を変更すること
で、希少植物の生育地を回避。

－

27 Ｈ１８
老朽ため池等整
備事業

奥の池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少生物
（ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ）

⑤代償
・個体を保護し、工事後に上のため
池に戻す。

-
・池の水を抜く際に個体が発見でき
ず、採取できなかった。

－

27 Ｈ１８
老朽ため池等整
備事業

奥の池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｿｸｼﾝﾗﾝ）

⑤代償 ・個体を移植する。 ①回避
・生育箇所を工事範囲外とし、回避
した。

－

27 Ｈ１８
老朽ため池等整
備事業

奥の池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｲﾄﾓ）

②最小化
・工事による個体への影響を少なく
するため、冬期に工事を行う。

⑤代償
・ｲﾄﾓ生育箇所の土を仮置し工事完
成後に戻した。 (R2)

・ため池水位上昇によ
り確認できず(R2)

28 Ｈ１８ 農免農道事業
勝浦南部上

３期
（勝浦町）

農道（側溝、
横断暗渠）

小動物・は虫類
等

④軽減/消
失

・転落した際に這い上がれる構造と
する。

④軽減/消失
・盛り土法面下部の水路に、小動物
が這い上がれる構造を施工した。

・小動物が這い上がれ
ることを確認

29 Ｈ１８
河川応急対策事
業

有天第２
（徳島市）

樋門改修 水生動植物
④軽減/消
失

・堤体の改変を極力控え、工事中
は低公害型の機種とし、重機から
の油類の流出、飛散を最小限にと
どめる。

④軽減/消失

・計画どおり（作業機械を低公害型
の機種に、油類流出、飛散の防止
に努めた。さらに、シルトフェンスに
より濁水の流出を極力抑えた）。

－

30 Ｈ１８
中山間地域総合
整備事業

那賀川西部
（阿南市）

道路（接する
水田）

希少植物
（ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ）

④軽減/消
失

・個体が生育する水田土壌を再利
用する。

④軽減/消失
・計画どおり（種子を含む水田土壌
の仮置き、再利用した）。

・個体確認(H30調査)。

31 Ｈ１９
経営体育成基盤
整備事業
(排水対策型)

竹須賀
（徳島市）

水路
希少水生動物
（ﾓﾛｺ、ﾔﾘﾀﾅｺﾞ、
ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ）

②最小化
③修正
④軽減/消
失

・水路構造の検討及び在来水生植
物の生育区間を確保する。

②最小化
④軽減/消失

・計画どおり（底版中央部はコンクリ
－トを張らない土砂溜まり部分を創
設）。

・魚類6種（ﾔﾘﾀﾅｺﾞ、ｺｳ
ﾗｲﾓﾛｺ等）を確認(H24
調査)。

32 Ｈ１９
老朽ため池等整
備事業

藤谷池
（阿南市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｽｽﾞｻｲｺ）

④軽減/消
失

・一時避難し、工事後に戻す。 ④軽減/消失
・計画どおり（一時避難し、工事後
戻した）。

・個体確認(H26調査)。

32 Ｈ１９
老朽ため池等整
備事業

藤谷池
（阿南市）

ため池堤体改
修

水生生物
（ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ）

②最小化
④軽減/消
失
⑤代償

・工事に伴う落水に際して、溜水内
に移動させる。

④軽減/消失
・計画どおり（工事期間中、浅瀬の
水たまりを創設）。

未

33 Ｈ１９
老朽ため池等整
備事業

一の坪
（吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾎｯｽﾓ）

②最小化
・冬期に工事を行う。また、湿潤の
環境を保全する。

②最小化
・計画どおり（冬期に工事を行うとと
もに、生育環境を改変しないため、
施工ﾔｰﾄﾞ以外は立ち入らない）。

未

33 Ｈ１９
老朽ため池等整
備事業

一の坪
（吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減/消
失

・個体を一時避難し、工事後に戻
す。
・種子を採取し、工事後、現地に播
種する。

④軽減/消失

・計画どおり（専門家の指導の下、
種子を採取し栽培すると共に、工事
の影響のない類似環境に一時移植
し、生育を確認）。

・4箇所で開花を確認し
たものの（H22）、その
後生息を確認できてい
ない。
　プランターに避難し
ている個体を移植予

34 Ｈ１９ 湛水防除事業
上八万

（徳島市）
排水機場 水生動植物

④軽減/消
失

・工事中の濁水の発生を極力抑え
る。

④軽減/消失
・計画どおり（工事中の排水につい
て沈砂水槽を設置）。

－

35 Ｈ１９
経営体育成基盤
整備事業

段関
（鳴門市）

希少植物
（ｺｷﾞｼｷﾞｼ・ｵｵｱ
ﾌﾞﾉﾒ等）

④軽減/消
失

・生育土壌を工事後に戻す。 ④軽減/消失
・計画どおり（生育土壌を工事後の
盛土や環境型ﾌﾞﾛｯｸの覆土に使
用）。

未
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35 Ｈ１９
経営体育成基盤
整備事業

段関
（鳴門市）

水路
希少魚類
（ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ等）

②最小化
・生息空間を確保するため、水路側
壁部を魚巣ﾌﾞﾛｯｸやカゴ枠等とす
る。

②最小化
他

・計画どおり（魚巣ﾌﾞﾛｯｸ等設置する
とともに、専門家の助言のもと、水
路片岸を傾斜したﾌﾞﾛｯｸ護岸とし
た）。
・耕作者の理解を得て、ﾚﾝｺﾝ田と排
水路の往来が可能な魚道を設置。
----------------------------
・水産研究所や一般企業、学校教
育とも連携し、個体を避難させ増殖
中。
・増殖したｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺを地区上流の
ため池（H26)と水路(H29)に放流。
また、自然環境に近いﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ池で
育った親魚により耐性に強い種苗
生産を行い放流を行う予定。

・放流したため池や水
路での個体は未確認

35 Ｈ１９
経営体育成基盤
整備事業

段関
（鳴門市）

水路
希少種
（ｵﾆﾊﾞｽ）

④軽減/消
失

・種子を採取し、水路工事完了後、
環境配慮型の水路（縁田型水路）
に、播種する。

④軽減/消失
・計画どおり（種子を採取し、縁田型
水路に播種）。

・当初確認された箇所
とは違うところに、継続
して出現し、開花結実
まで至っている。(R2)

36 Ｈ１９
中山間地域総合
整備事業

三野西部
（三好市）

希少植物
（ﾐﾔｺｱｵｲ・ｱｹﾎﾞ
ﾉｼｭﾗﾝ）

⑤代償 ・個体を代替地に移植する。 ⑤代償
・計画どおり（工事に影響のある個
体を代替地に移植）。

・アケボノシュスランは
今年度も良好に生育。
コバノチョウセンエノキ
は2ｍの高さに成長。
(R2)

37 Ｈ２０
河川応急対策事
業

大井堰
（海陽町）

堰改修（魚道）
回遊性魚類
（ｶﾏｷﾘ）

②最小化
③修正
④軽減/消
失

・魚道の改修において、生物的連
続性の確保できる構造とする。

②最小化
③修正

④軽減/消失

・計画どおり（左右岸部は植え石魚
道として、筏落とし部は魚道として
整備）。

・ｱﾕ遡上を確認（H25
春、H26春）。
・ｴﾋﾞ遡上を確認
（H26.9）。

38 Ｈ２０
河川応急対策事
業

長田堰
（徳島市）

堰改修

希少植物※湿
性植物
（ﾀｺﾉｱｼ・ｳﾏｽ
ｹﾞ）

②最小化
・水路内の湿地環境を保つ。
・河道内のﾀｺﾉｱｼ生育場所を確認
し、工事の影響がないようにする。

②最小化
・計画どおり（水路通水を確保する
ことにより湿地環境を保全し、工事
影響範囲にﾀｺﾉｱｼの生育がないこ
とを確認）。

－

38 Ｈ２０
河川応急対策事
業

長田堰
（徳島市）

堰改修 水生動物
④軽減/消
失

・工事中の土砂や濁水、重機から
の油の流出を抑える。

④軽減/消失 ・計画どおり（シルトフェンスの設置
し、汚濁水の流出を防止）。

－

39 Ｈ２０
国営附帯県営農
地防災事業

唐園
（上板町・
　板野町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

希少植物
（ｻﾃﾞｸｻ）

④軽減/消
失

・直接的な影響は無いが、生育環
境は保全する。

④軽減/消失 ・計画どおり（現地発生土で埋戻）。 未

39 Ｈ２０
国営附帯県営農
地防災事業

唐園
（上板町・
　板野町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

希少植物
（ｸﾛﾓ）

②最小化

・生育地付近の工事は、出来る限り
冬期に実施。
・生育している水路にかんがい期に
水を流すことを、地元関係者に協力
を求める。

②最小化

・計画どおり（登記の工事を実施し、
地元関係者の協力により、かんが
い期は現況開水路に用水を流
下）。

未

40 Ｈ２０ 基幹農道事業
池田３期
（三好市）

道路
希少植物
（ﾔﾌﾞｻﾝｻﾞｼ・ｶﾝｱ
ｵｲ）

④軽減/消
失

・農道計画路線付近に生育してい
る個体の上に土砂が流れ落ちない
ような対策をする。

①回避
・事業計画の見直しにより配慮箇所
をでは工事を行わず、影響を回避し
た。

-

40 Ｈ２０ 基幹農道事業
池田３期
（三好市）

道路
希少植物
（ｴﾋﾞネ・ﾐﾔｺｱｵ
ｲ）

①回避
・農道計画路線付近に生育してい
る個体に影響が無いように施工を
する。

①回避
・計画どおり（工事作業員に踏みつ
けや不必要な伐採はしないよう指
示した）。

－

40 Ｈ２０ 基幹農道事業
池田３期
（三好市）

道路（渓流横
断部）

魚類
（ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ
等）

③修正
・渓流横断部については、ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹ
ﾄﾞｼﾞｮｳ等が遡上できる構造とする。

①回避
・事業計画の見直しにより配慮箇所
をでは工事を行わず、影響を回避し
た。

-

41 Ｈ２１
経営体育成基盤
整備事業

大幸
（鳴門市）

道路
希少植物
（ｻﾃﾞｸｻ・ｺｷﾞｼｷﾞ
ｼ）

④軽減/消
失

・生育土壌を工事後に戻す。 ④軽減/消失
・計画どおり（生育土壌を盛土や、
環境型ﾌﾞﾛｯｸの覆土に使用）。

・段関と大幸の計4箇
所の縁田部分にサデ
クサの種子を蒔き、2
箇所で出現、開花結
実。(R元)

41 Ｈ２１
経営体育成基盤
整備事業

大幸
（鳴門市）

希少魚類（ﾄﾞｼﾞｮ
ｳ・ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ等）

②最小化
・生息空間を確保するため、水路側
壁部を魚巣ﾌﾞﾛｯｸやカゴ枠等とす
る。

②最小化

・計画どおり（魚巣ﾌﾞﾛｯｸ等設置する
とともに、専門家の助言のもと、水
路片岸を傾斜したﾌﾞﾛｯｸ護岸とし
た）。

・環境DNA調査実施し
たが、ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺを確
認できず。(R2)
【分析】
・遺伝的多様性の劣化
により自然界での生存
が困難
・外来種(ﾊﾞｽ,ｶﾀﾞﾔｼ,ﾅ
ｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ等)によ
る捕食・競合に負けて
いる
・水質環境(DO)の悪化

42 Ｈ２１ 農道整備事業
大麻西２期
(鳴門市）

農道（横断水
路）

水生動物 ②最小化
地区内水路網の連続性を確保す
る。

②最小化
計画どおり（横断暗渠等により水路
の連続性を確保）。

－

42 Ｈ２１ 農道整備事業
大麻西２期
(鳴門市）

農道
希少植物
（ﾋﾒﾀﾃﾞ・ﾀｺﾉｱｼ）

④軽減/消
失
⑤代償

ﾋﾒﾀﾃﾞは生息地の土壌、ｱｾﾞｽｹﾞは
個体を、ﾀｺﾉｱｼは個体と生息地の
土壌を工事に影響のないところへ
移動しておき工事後戻す、もしくは
代替の生育場所へ移植する。

④軽減
・計画どおり（表土を仮置きし工事
後戻した）。

・配慮場所で対象植物
を確認できなかったた
め、引き続きﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
を行う(R4)

43 Ｈ２２
経営体育成基盤
整備事業

坂野２期
（小松島市）

ほ場整備

希少植物
（ﾋﾒﾅﾐｷ・ｸﾛﾓ）
希少水生動物
（ﾔﾘﾀﾅｺﾞ・ﾇﾏﾑﾂ
等）

②最小化

・生育環境保全のため、水路内に
土砂が堆積する構造とする。
・水路底のｺﾝｸﾘｰﾄ張りとしない、水
路側面の多孔質化、ワンド上の溜
まりの設置等の水路構造とする。

②最小化

・計画どおり（水路断面の側壁上部
を無ライニング（土羽）とすること
で、土砂堆積がが可能な環境を創
出し、希少植物や水生動物の成育
環境を保全した）。

未

20



環境配慮
５原則

環境配慮
５原則

モニタリング
結果等・（予定）

番号
採択
年度

事業名
地区名

（所在地）
工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

43 Ｈ２２
経営体育成基盤
整備事業

坂野２期
（小松島市）

ほ場整備
希少植物
（ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ・ｸﾛﾓ
等）

④軽減/消
失

・水田土壌を再利用するとともに工
事を冬季に実施し影響を軽減す
る。

④軽減/消失
・計画どおり（水田土壌を再利用す
るとともに、工事を冬季に実施する
ことにより影響を軽減した）。

未

43 Ｈ２２
経営体育成基盤
整備事業

坂野２期
（小松島市）

ほ場整備
希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ・ｱｾﾞ
ｽｹﾞ等）

⑤代償 ・個体を移植する。
④軽減/消失

⑤代償

・計画どおり（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞを代替の生
育場所へ移植するとともに、種子を
採取し、工事の完了した畦畔に播
種）。
・計画どおり（ｱｾﾞｽｹﾞを一時避難し、
工事完了後に生育適地へ移植）。
・地元農家に対し希少植物の生息
地及び今後の維持管理について説
明した。

・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞは3箇所で
生育。(R2)
・ｱｾﾞｽｹﾞは移植を行っ
た全箇所で順調に増
殖中。(R2)

44 Ｈ２２
老朽ため池等整
備事業

敷地池
(吉野川市）

ため池堤体改
修

水生動物 ②最小化
・堤体内側の一部を水際植物が生
育し魚介類が生息できるよう多孔
質の張りﾌﾞﾛｯｸ等とする。

②最小化
・計画どおり（堤体上流側法面にﾌﾞ
ﾛｯｸﾏｯﾄを設置）。

・植物繁茂を確認。

44 Ｈ２２
老朽ため池等整
備事業

敷地池
(吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾐｿﾞｺｳｼﾞｭ・ｽｽﾒ
ﾉｺﾋﾞｴ等）

④軽減/消
失
⑤代償

・個体を工事期間中避難させ、工事
後元の場所へ戻す。もしくは類似環
境へ移植する。

④軽減/消失
①回避

・計画どおり（工事期間中、影響を
受けない場所に回避させており、工
事完了後に元の生育場所に戻す予
定）。
・生育区域への影響が無いように
工事を施工した。

・回避箇所において、
良好に生育しているこ
とを確認。

45 Ｈ２３
老朽ため池等整
備事業

新池
(三好市）

ため池堤体改
修

水生動物 ②最小化
・堤体内側を多孔質の張りﾌﾞﾛｯｸと
する。

②最小化
・計画どおり（堤体内側にﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄ
を設置）。

・過年度に実施した箇
所については、植物が
繁茂してきている。

45 Ｈ２３
老朽ため池等整
備事業

新池
(三好市）

ため池堤体改
修

水生動物
④軽減/消
失

・落水の際は徐々に排水し、溜水域
を確保する。

④軽減/消失
・同一水系のため池に避難放流し
た。

－

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生動物 ①回避
・下流水系との連続性を確保するた
め、大津田川と三日月湖を結ぶ水
路を存置する。

①回避
・計画どおり（大津田川と三日月湖
を結ぶ水路を現況のままとした）。

－

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生動物 ②最小化
・生息空間復元のため、幹線排水
路の構造を、多孔質（石張、魚巣
箱）とする。

②最小化
・計画どおり（排水路底版部を現地
発生石を利用した多孔質（石張）と
し、側壁部には魚巣ﾌﾞﾛｯｸを設置）。

－

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生植物
（ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈ、ｱｲ
ﾉｺﾋﾙﾑｼﾛ）

②最小化
・生育環境復元のため、幹線排水
路底版部の構造を、多孔質（石張）
とする。

②最小化
・計画どおり（排水路底版部を現地
発生石を利用した多孔質（石張）と
し、個体を水路完成後に移植）。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈの良好な
生育を確認した(R4)
・ｱｲﾉｺﾋﾙﾑｼﾛはここ数
年確認できていない
(R4)

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生動物 ③修正
・大津田川と排水路の連続性を保
つため、接続部に段差を付けない。

③修正
・計画どおり（大津田川と排水路の
接続部にｽﾛｰﾌﾟを設置）。

－

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生動物 ③修正 ・簡易型水田魚道を取り付ける。 未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備 全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失

・計画どおり（沈砂地の設置による
濁水流出防止及び、工事中の作業
機械の点検整備により油類の流出
飛散防止に努めた）。

－

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ、ｱｾﾞ
ｽｹﾞ）

⑤代償
・種子と生育土壌を採取、保存して
おき、整備後の田畦に移植する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の田畦
に移植した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞの確認地点
数は減少していた(R4)
・ｱｾﾞｽｹﾞは確認できて
いない（R4)

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾉﾆｶﾞﾅ）

⑤代償
・種子と生育土壌を採取、保存して
おき、大原工区の類似環境へ移植
する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の類似
環境へ戻した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾉﾆｶﾞﾅの確認地点数
は増加していた（R4)

46 Ｈ２３
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大原工区
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾌｻｽｹﾞ）

⑤代償
・種子と生育土壌を採取、保存して
おき、大原工区の類似環境へ移植
する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の類似
環境へ戻した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾌｻｽﾞｹﾞは確認できて
いない（R4)

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

在来植生 ①回避
・現況の生育環境を残し、営農の中
で生育地周辺の維持管理（草刈り）
を継続していく。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生動物 ②最小化
・生息空間復元のため、幹線排水
路の構造を、多孔質（石張、魚巣
箱）とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生植物
（ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈ）

②最小化
・生育環境復元のため、排水路底
版部の構造を、多孔質（石張）とす
る。

⑤代償 ・近隣地区外水路へ移植した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈの確認地
点数は減少していた
（R4)
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46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生動物 ③修正
・大津田川と排水路の連続性を保
つため、接続部に段差を付けない。

③修正
・計画どおり（大津田川と排水路の
接続部にｽﾛｰﾌﾟを設置）。

－

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備（排
水路）

水生動物 ③修正 ・簡易型水田魚道を取り付ける。 未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備 全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失

・計画どおり（沈砂地の設置による
濁水流出防止及び、工事中の作業
機械の点検整備により油類の流出
飛散防止に努めた）。

－

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備（水
田表土）

希少植物
（ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ﾐｽﾞﾏ
ﾂﾊﾞ）

④軽減/消
失

・生育環境の復元のため、水田表
土の再利用を行う。

④軽減/消失
・計画どおり（希少植物の種子を含
む表土を剥ぎ取って保管し、整備後
の水田の表土として再利用）。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞの地点数は
ほぼ同等で、ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ
の確認地点数は増加
していた（R4)

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備
希少植物
（ｱｵﾋﾒﾀﾃﾞ、ﾐｽﾞﾀ
ｶﾓｼﾞ、ｱｾﾞｽｹﾞ）

⑤代償
・生育地の土壌をﾌﾞﾛｯｸ移植すると
ともに、種子を採取し移植先周辺に
播種する。

④軽減/消失
・生育土壌（表土）を整備後の類似
環境へ戻した。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞの確認地点
数は減少した(R4)
・ｱｵﾋﾒﾀﾃﾞ、ｱｾﾞｽｹﾞは
確認できていない（R4)

46 Ｈ２４
経営体育成基盤
整備事業

長生西部
大谷工区
（阿南市）

ほ場整備
希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ、ｳﾏｽ
ｹﾞ）

⑤代償 ・個体を類似地へ移植する。 ⑤代償

・計画どおり（生息位置の確認後、
移植する個体を採取し、一時的に
仮移植。移植先の代償池を整備し
た後、本移植を行った）。

・R4春夏秋季ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実施(R4)
・代償地でのﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ
は増加し、水路際に播
種したものは、発芽し
生育していた(R4)
・代償地でのｳﾏｽｹﾞは
増加していた（R4)

47 Ｈ２４
老朽ため池等整
備事業

坊僧池
（美馬市）

ため池堤体改
修

魚介類 ②最小化

・生息場所としての水際植物が生
育できる環境配慮型護岸（多孔質
の張りﾌﾞﾛｯｸ等）を堤体内側法面の
一部に使用する。

②最小化
・計画どおり（堤体内側法面にﾌﾞﾛｯ
ｸﾏｯﾄを設置した）。(R3)

・ブロックマットの隙間
から植物の繁殖を確
認。(R3)

47 Ｈ２４
老朽ため池等整
備事業

坊僧池
（美馬市）

ため池堤体改
修

在来植生 ②最小化
・外来種の侵入抑制のため、堤体
外側の法面保護として、シバ等の
在来種による緑化を行う。

②最小化

・計画どおり（外来種の侵入抑制の
ため、堤体外側の法面保護として、
シバ等の在来種による緑化を行っ
た）。

－

47 Ｈ２４
老朽ため池等整
備事業

坊僧池
（美馬市）

ため池堤体改
修

水生動物
④軽減/消
失

・ため池の水を抜く際、徐々に水を
排出し、ため池内部に溜水域を確
保し、在来の水生動物が避難でき
るようにする。

④軽減/消失
・計画どおり（地元水利組合と連携
し、水を徐々に排水することに努め
た）。

－

47 Ｈ２４
老朽ため池等整
備事業

坊僧池
（美馬市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事の際、濁水の流
出、重機からの油類の流出・飛散
防止に努めた）。

－

47 Ｈ２４
老朽ため池等整
備事業

坊僧池
（美馬市）

ため池堤体改
修

在来植物
④軽減/消
失

・工事後の植生の復元が速やかに
行われるよう、工事による改変・影
響を極力少なくする。

④軽減/消失

・例年行う落水期間に合わせて工
事を実施した（近傍に鶏舎があるこ
とから、取水期以外は池の水を落
水）。

－

48 Ｈ２５
老朽ため池等整
備事業

相名池
（阿南市）

ため池堤体改
修

②最小化
・堤体内側の張りﾌﾞﾛｯｸについて、
多孔質のｺﾝｸﾘｰﾄ製品を堤体の一
部に使用する。

②最小化
・堤体上流側法面にﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄを実
施し、植生空間を創る工事を実施。

未

48 Ｈ２５
老朽ため池等整
備事業

相名池
（阿南市）

ため池堤体改
修

在来水生動物
④軽減/消
失

・個体が避難できるようにするた
め、ため池の水を抜く際、徐々に水
を排出し、ため池内部に溜水域を
確保する。

④軽減/消失 ・徐々に水を排出した。 －

48 Ｈ２５
老朽ため池等整
備事業

相名池
（阿南市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ）

④軽減/消
失

・工事により影響のある水田の表土
（ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞの埋土種子を含む）を影
響の無いところに仮置きし、工事後
に戻す。

④軽減/消失
・表土の仮置を行った。堤体工事後
に元の場所に戻す。

未

48 Ｈ２５
老朽ため池等整
備事業

相名池
（阿南市）

ため池堤体改
修

全般
×外来種魚類
（ｵｵｸﾁﾊﾞｽ）

④軽減/消
失

・工事に関わる作業ﾔｰﾄﾞは必要最
小限度とする。
・干上げの際、ｵｵｸﾁﾊﾞｽ（特定外来
種）を駆逐する。

④軽減/消失

・工事に関わる作業ﾔｰﾄﾞは必要最
小限度の範囲とした。
・ｵｵｸﾁﾊﾞｽは池内に生息していな
かった。

－

49 Ｈ２６
国営附帯県営農
地防災事業

大幸西
（鳴門市）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

水生動物 ②最小化

・水量が減少すると考えられる既存
水路に、計画の排泥工より適量の
水を流し、水生動物への生息環境
を保全する。

②最小化
・計画どおり(排泥工を設置し、既設
水路へ適量の水を流すようにし
た)。(R2)

－

49 Ｈ２６

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

大幸西
（鳴門市）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化

希少植物
（ｻﾃﾞｸｻ、ﾐｽﾞｱｵ
ｲ、ｺｷﾞｼｷﾞｼ）

④軽減/消
失

・工事の影響を受けるｻﾃﾞｸｻ、ミズｱ
ｵイは生息地の土壌を、ｺｷﾞｼｷﾞｼは
個体を、工事の影響のないところへ
移動し、工事後に戻す、または近隣
の類似環境の場所へ移植する。

④軽減/消失
・給水栓の設置にあたり掘削した表
土は、工事後に元の場所に戻し
た。(R2)

未
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50 Ｈ２６
老朽ため池等整
備事業

源太池
（阿波市）

ため池堤体改
修

在来植生 ②最小化
・堤体内側の張りﾌﾞﾛｯｸについて、
多孔質のｺﾝｸﾘｰﾄ製品を堤体の一
部に使用する。

②最小化
・堤体上流側法面にﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄを実
施し、植生空間を創る工事を実施。

・植生が繁茂してきて
おり、生育環境を保全
できている。

50 Ｈ２６
老朽ため池等整
備事業

源太池
（阿波市）

ため池堤体改
修

水生動物
④軽減/消
失

・ため池の水を抜く際、徐々に水を
排出し、ため池内部に溜水域を確
保し、在来の水生動物が避難でき
るようにする。

④軽減/消失
・地元関係者と調整し、ため池の水
を徐々に排出している。

－

50 Ｈ２６
老朽ため池等整
備事業

源太池
（阿波市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減/消
失

・個体及び埋土種子を含む表土を、
影響の無いところに仮置きし、工事
後に戻す。また、事前に種子を採取
し、工事後に播く。

④軽減/消失
・保護育成していた個体を現地に移
植した。

・個体の生育を確認
（R3までモニタリングを
継続する）。

50 Ｈ２６
老朽ため池等整
備事業

源太池
（阿波市）

ため池堤体改
修

在来植生
④軽減/消
失

・工事により影響のある水田の表土
を影響の無いところに仮置きし、工
事後に戻す。

④軽減/消失
・水田の表土は、工事に影響のな
いところへ仮置きし、工事後に戻す
予定。

－

50 Ｈ２６
老朽ため池等整
備事業

源太池
（阿波市）

ため池堤体改
修

全般
×外来種魚類
（ｵｵｸﾁﾊﾞｽ）

④軽減/消
失

・工事に関わる作業ﾔｰﾄﾞは必要最
小限度とする。
・干上げの際、ｵｵｸﾁﾊﾞｽ（特定外来
種）を駆逐する。

④軽減/消失

・工事に関わる作業ﾔｰﾄﾞは、必要
最小限度としている。
・工事に先立つ干上げの際に，駆
逐すべき外来種は発見されず，在
来種は同水系の近傍ため池に移動
し放流した。

－

51 Ｈ２７
国営附帯県営農
地防災事業

那賀川・小
松島

（小松島市）
水路

希少水生植物
（ｸﾛﾓ、ｸﾛｶﾜｽﾞｽ
ｹﾞ）

②最小化
・排水路の構造を、多孔質（石張
等）とし、水生植物・水生動物の生
息空間を復元する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路立体交差函渠部
の窪地箇所を維持し、溜まり（水生
生物の生息空間）を創設した。

・溜まりに水生動物を
確認
・非かんがい期におい
ても枯渇しないことを
確認

51 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・小
松島

（小松島市）
水路

魚類
（ﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ）

③修正

・現況水路と改修水路の接合部に
おいて、魚類の移動を妨げない緩
傾斜構造とするとともに、移動経路
として水田魚道を設置する。

④軽減/消失
・計画どおり（現況との接合部を緩
傾斜構造とした。水田魚道を設置し
た。）

・水田内に魚類を確認

51 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・小
松島

（小松島市）
水路 全般

④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失
・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意した。

－

51 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・小
松島

（小松島市）
水路 小動物

④軽減/消
失

・小動物の這い上り水路を設置す
る。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路内に出入りする
ための既存の階段を維持し、這い
上がれる構造を創出した。

－

51 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・小
松島

（小松島市）
水路

希少植物
（ｸﾛﾓ、ｸﾛｶﾜｽﾞｽ
ｹﾞ）

④軽減/消
失

・個体を影響を受けない場所へ避
難させ、工事後、元の場所に戻す。

④軽減/消失

・工事期間中、希少植物（ｸﾛﾓ）を影
響を受けない場所へ避難させた。
希少植物（クロカワズスゲ）は，用
水路外の田の畦に生育が確認され
ていたため，工事に当たって，保護
区域を設定し，工事に際して，資材
を置いたり，踏み荒らしたりすること
が無いよう努めた。

ｸﾛﾓの殖芽を播種した
箇所において，生育が
確認できなかった。

【原因】
播種後の豪雨等によ
り，個体定着前に流亡
したと思われる。

51 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・小
松島

（小松島市）
水路

希少植物
（ｸﾛﾓ、ｸﾛｶﾜｽﾞｽ
ｹﾞ）

⑤代償
・改修水路内において、水生・湿生
植物の生育空間を創出する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路立体交差函渠部
の窪地箇所を維持し、溜まり（水生
生物の生息空間）を創設した。

・溜まりに水生動物を
確認
・非かんがい期におい
ても枯渇しないことを
確認

52 Ｈ２７
国営附帯県営農
地防災事業

那賀川・今
津

（阿南市）
水路 水生動物 ②最小化

・排水路の構造を、多孔質（石張
等）とし、水生動物の生息空間を復
元する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路立体交差函渠部
の窪地箇所を維持し、溜まり（水生
生物の生息空間）を創設した。

・溜まりに水生動物を
確認
・非かんがい期におい
ても枯渇しないことを
確認

52 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・今
津

（阿南市）
水路

魚類
（ﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ）

③修正

・現況水路と改修水路の接合部に
おいて、魚類の移動を妨げない緩
傾斜構造とするとともに、移動経路
として水田魚道を設置する。

④軽減/消失
・計画どおり（現況との接合部を緩
傾斜構造とした。水田魚道を設置し
た。）

・水田内に魚類を確認

52 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・今
津

（阿南市）
水路 全般

④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失

・計画どおり（沈砂池設置による濁
水流出防止及び、工事中の作業機
械の点検整備により油類の流出飛
散防止に努めた）

－

52 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・今
津

（阿南市）
水路 小動物

④軽減/消
失

・小動物の這い上り水路を設置す
る。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路内に出入りする
ための既存の階段を維持し、這い
上がれる構造を創出した。

－

52 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・今
津

（阿南市）
水路

希少植物
（ｺｲﾇｶﾞﾗｼ）

④軽減/消
失

・個体を影響を受けない場所へ避
難させ、工事後、元の場所に戻す。

①回避

・水路内工事のため、影響を回避し
た。（また、工事作業員による踏み
つけ防止や仮設道路計画も影響の
ない対岸に設置する等し影響回避
に努めた。）

-

52 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・今
津

（阿南市）
水路

希少植物
（ｺｲﾇｶﾞﾗｼ）

⑤代償
・個体を近隣の類似環境の場所に
移植する。

①回避

・水路内工事のため、影響を回避し
た。（また、工事作業員による踏み
つけ防止や仮説道路計画も影響の
ない対岸に設置する等し影響回避
に努めた。）

-

53 Ｈ２７
国営附帯県営農
地防災事業

那賀川・平
島

（阿南市）
水路

希少水生植物
（ｸﾛﾓ）

②最小化
・排水路の構造を、多孔質（石張
等）とし、水生植物・水生動物の生
息空間を復元する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路立体交差函渠部
の窪地箇所を維持し、溜まり（水生
生物の生息空間）を創設した。

・溜まりに水生動物を
確認
・非かんがい期におい
ても枯渇しないことを
確認
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53 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・平
島

（阿南市）
水路

魚類
（ﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ）

③修正

・現況水路と改修水路の接合部に
おいて、魚類の移動を妨げない緩
傾斜構造とするとともに、移動経路
として水田魚道を設置する。

④軽減/消失
・計画どおり（現況との接合部を緩
傾斜構造とした。水田魚道を設置し
た。）

・水田内に魚類を確認

53 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・平
島

（阿南市）
水路

希少水生植物
（ｸﾛﾓ）

④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失

・計画どおり（沈砂池設置による濁
水流出防止及び、工事中の作業機
械の点検整備により油類の流出飛
散防止に努めた）

－

53 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・平
島

（阿南市）
水路 小動物

④軽減/消
失

・転落した際に這い上がれる構造と
する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路内に出入りする
ための既存の階段を維持し、這い
上がれる構造を創出した。

－

53 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・平
島

（阿南市）
水路

希少水生植物
（ｸﾛﾓ）

⑤代償
・改修水路内において、水生・湿生
植物の生育空間を創出する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路立体交差函渠部
の窪地箇所を維持し、溜まり（水生
生物の生息空間）を創設した。

・溜まりに水生動物を
確認
・非かんがい期におい
ても枯渇しないことを
確認

54 Ｈ２７
国営附帯県営農
地防災事業

那賀川・南
岸

（阿南市）
水路

希少水生植物
（ｸﾛﾓ）

②最小化
・排水路の構造を、多孔質（石張
等）とし、水生植物・水生動物の生
息空間を復元する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路立体交差函渠部
の窪地箇所を維持し、溜まり（水生
生物の生息空間）を創設した。

・溜まりに水生動物を
確認
・非かんがい期におい
ても枯渇しないことを
確認

54 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・南
岸

（阿南市）
水路 魚類 ③修正

・現況水路と改修水路の接合部に
おいて、魚類の移動を妨げない緩
傾斜構造とするとともに、水路への
簡易型水田魚道を設置する。

④軽減/消失
・計画どおり（現況との接合部を緩
傾斜構造とした。水田魚道を設置し
た。）

水田内に魚類を確認

54 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・南
岸

（阿南市）
水路

希少植物
（ｺｲﾇｶﾞﾗｼ・ｸﾛﾓ）

④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失

・計画どおり（沈砂池設置による濁
水流出防止及び、工事中の作業機
械の点検整備により油類の流出飛
散防止に努めた）

－

54 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・南
岸

（阿南市）
水路 小動物

④軽減/消
失

・転落した際に這い上がれる構造と
する。

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路内に出入りする
ための既存の階段を維持し、這い
上がれる構造を創出した。

－

54 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・南
岸

（阿南市）
水路

希少植物
（ﾋﾄﾂﾊﾞﾊｷﾞ）

④軽減/消
失
⑤代償

・工事期間中、影響を受けない場所
へ避難させ、工事後、元の場所に
戻す。
・近隣の類似環境の場所に、移植
する。

①回避

水路内工事のため、影響を回避し
た。（また、工事作業員による踏み
つけ防止や仮設道路計画も影響の
ない対岸に設置する等し影響回避
に努めた。）

-

54 Ｈ２７

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

那賀川・南
岸

（阿南市）
水路

希少水生植物
（ｸﾛﾓ）

⑤代償
・改修水路内において、水生・湿生
植物の生育空間を創出する。（ｸﾛ
ﾓ）

④軽減/消失

・配慮計画が事業目的に相反する
ため、未実施。
・代替として、水路立体交差函渠部
の窪地箇所を維持し、溜まり（水生
生物の生息空間）を創設した。

・溜まりに水生動物を
確認
・非かんがい期におい
ても枯渇しないことを
確認

55 Ｈ２７

老朽ため池等整
備事業（土地改良
施設耐震対策事
業）

三村用水
（三好市）

水生動物 ②最小化
・蝉谷頭首工での取水量を調節し、
生息区間の水量を確保する。

②最小化
・工事用水を別の水源より取水し、
生息区間の水量を確保した。

・水生動物を確認

55 Ｈ２７

老朽ため池等整
備事業（土地改良
施設耐震対策事
業）

三村用水
（三好市）

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事の際、濁水の流
出、重機からの油類の流出・飛散
に注意した）。

－

55 Ｈ２７

老朽ため池等整
備事業（土地改良
施設耐震対策事
業）

三村用水
（三好市）

希少植物
（イヌハギ）

④軽減/消
失
⑤代償

・工事期間中、希少植物（イヌハギ）
を影響を受けない場所へ避難させ
る。
・近隣の類似環境の場所に移植す
る。

①回避
・生育箇所を工事範囲外とし、回避
した。

-

56 Ｈ２８
経営体育成基盤
整備事業

大代戎野
（鳴門市）

水路 水生植物※魚類 ②最小化

・水路側壁部にﾌﾞﾛｯｸネット・フトン
かご等を敷設し覆土を行い、水生
植物の植生回復により、魚介類の
生息空間を創出する。

②最小化

・計画どおり（魚巣ﾌﾞﾛｯｸ等設置する
とともに、専門家の助言のもと、水
路片岸を傾斜したﾌﾞﾛｯｸ護岸とし
た）。

・環境DNA調査実施し
たが、ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺを確
認できず。(R2)
【分析】
・遺伝的多様性の劣化
により自然界での生存
が困難
・外来種(ﾊﾞｽ,ｶﾀﾞﾔｼ,ﾅ
ｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ等)によ
る捕食・競合に負けて
いる
・水質環境(DO)の悪化

56 Ｈ２８

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

大代戎野
（鳴門市）

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事の際、濁水の流
出、重機からの油類の流出・飛散
の防止に努めた）。

－

56 Ｈ２８

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

大代戎野
（鳴門市）

希少植物
（ｺｷﾞｼｷﾞｼ・ｺｲﾇ
ｶﾞﾗｼ）

④軽減/消
失

・個体を生育地の土壌と共に工事
の影響のないところに移動し、工事
後戻す。

－
・施工区間において、個体を確認で
きなかった。

－

56 Ｈ２８

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

大代戎野
（鳴門市）

希少水生植物
（ｵﾆﾊﾞｽ）

⑤代償
・ｵﾆﾊﾞｽの種子を採取し、水路工事
完了後、環境配慮型水路に播種す
る。

⑤代償
・ｵﾆﾊﾞｽの種子を採取し、水路工事
完了後、環境配慮型の水路（縁田
型水路）に、播種した。

・生育していることを確
認した。

57 Ｈ２８

老朽ため池等整
備事業（農業用河
川工作物応急対
策事業）

神野
（海陽町）

堰改修 魚類 ②最小化

・右岸側魚道の破損による漏水を
修復し、新たに詰め石により魚道部
の水深・流速に変化を設け、遊泳
力の弱い魚種でも機能する形式と
する。

②最小化
・計画どおり（魚道の修復にあたっ
て、水深･流速に変化をもたらす詰
め石を魚道表面に配置した）。

・堰の上流にて魚影を
確認（R3.6)

57 Ｈ２８

老朽ため池等整
備事業（農業用河
川工作物応急対
策事業）

神野
（海陽町）

堰改修 魚類等 ③修正
・生物的連続性を確保するため、堰
下流部の護床部を現況河床にすり
付ける。

③修正
・計画どおり（堰下流部の護床ﾌﾞﾛｯ
ｸを現況河床にすりつけ設置した）。

・堰の上流にて魚影を
確認（R3.6)

24



環境配慮
５原則

環境配慮
５原則

モニタリング
結果等・（予定）

番号
採択
年度

事業名
地区名

（所在地）
工事内容 配慮対象 主　な　環  境  配  慮  の  計  画 主 な 環 境 配 慮 の 実 績

57 Ｈ２８

老朽ため池等整
備事業（農業用河
川工作物応急対
策事業）

神野
（海陽町）

堰改修（重機） 全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事の際、濁水の流
出、重機からの油類の流出・飛散
の防止に努めた）。

－

57 Ｈ２８

老朽ため池等整
備事業（農業用河
川工作物応急対
策事業）

神野
（海陽町）

堰改修（工事
用道路）

在来植生
④軽減/消
失

・仮設道や作業ﾔｰﾄﾞを最小限とし、
在来植生への影響を軽減する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事ﾔｰﾄﾞを必要最小
限とした）。

－

58 Ｈ２９
中山間地域総合
整備事業

那賀東部
（那賀町）

ため池堤体改
修

魚類
（ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮ
ｳ）

①回避
・ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳの確認されたため
池上流部は改変をしない旨を設計
図書に明示する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

58 Ｈ２９
中山間地域総合
整備事業

那賀東部
（那賀町）

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流失、飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

58 Ｈ２９
中山間地域総合
整備事業

那賀東部
（那賀町）

④軽減/消
失

・河床間隙を塞がないように河川内
への重機の侵入、進入路の設置を
最小限とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

58 Ｈ２９
中山間地域総合
整備事業

那賀東部
（那賀町）

希少植物
（ウメバチソウ、
トサシモツケ、ﾋﾄ
ﾂﾊﾞﾊｷﾞ、ナカガ
ワノギク、カリガ
ネソウ、シラン）

④軽減/消
失

・生育地を改変しない旨を設計図書
に明示し、看板やロープなどを設置
する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

58 Ｈ２９
中山間地域総合
整備事業

那賀東部
（那賀町）

希少植物
（イモト）

④軽減/消
失

・種子、殖芽及び個体を採取し、工
事後に本種が生育出来るような環
境を整え、植え戻し及び播種を行
う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

59 Ｈ３０
経営体育成基盤
整備事業

芳崎
（阿南市）

ほ場整備 魚類 ③修正
・新設および付替え水路と現況水
路との接合部において、魚類の移
動を妨げないよう緩傾斜とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

59 Ｈ３０

経営体育成基盤
整備事業
（農地中間管理機
構関連農地整備
事業）

芳崎
（阿南市）

ほ場整備（水
路）

魚類 ③修正
・函渠部において段差を設け、夏場
の水温上昇の抑制や、非灌漑期の
水域を確保する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

59 Ｈ３０

経営体育成基盤
整備事業
（農地中間管理機
構関連農地整備
事業）

芳崎
（阿南市）

ほ場整備（重
機）

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

④軽減/消失

・計画どおり（低騒音、低公害型重
機を使用し、工事中の作業機械の
点検整備により油類の流出飛散防
止に努めた）。

－

59 Ｈ３０

経営体育成基盤
整備事業
（農地中間管理機
構関連農地整備
事業）

芳崎
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ、ｱｾﾞ
ｽｹﾞ）

④軽減/消
失

・種子を採取し、個体と生育地の土
壌と共に工事の影響のないところ
に移動しておき、工事後植戻し及び
播種を行う。

④軽減/消失

・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ、ｱｾﾞｽｹﾞの種子を採取
後、播種し、生育状況のモニタリン
グを実施中。(R2～)
・今年度工事予定である箇所ﾐｽﾞﾀｶ
ﾓｼﾞの種子および個体を採取し保護
育成を行った。(R3)

未

59 Ｈ３０

経営体育成基盤
整備事業
（農地中間管理機
構関連農地整備
事業）

芳崎
（阿南市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ）

⑤代償
・個体と種子を採取し、生育環境の
類似した場所に移植及び播種を行
う。

－

・今回の踏査では確認されなかっ
た。現場は、草刈りが実施されてい
た。(R2)
・今年度も確認できず消失した。(愛
好家による乱獲か？)(R3)

－

60 Ｈ２９
経営体育成基盤
整備事業

沼田
（美馬市）

ほ場整備（水
路）

魚類 ②最小化
・床板を設置する箇所等に魚類の
隠れ場所となる水のたまり区間を
水路に設ける。

②最小化
・計画どおり（水路に水のたまり区
間を設けた）

未

60 Ｈ２９

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

沼田
（美馬市）

ほ場整備（重
機）

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事の際、濁水の流
出、重機からの油類の流出・飛散
の防止に努めた）。

-

60 Ｈ２９

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

沼田
（美馬市）

ほ場整備（全
般）

希少植物
（ｵｵｶﾗｽｳﾘ）
×外来生物
（ｱﾚﾁｳﾘ）

④軽減/消
失

・隣接他部局の工事範囲で確認さ
れたため他部局との情報共有を行
う（ｵｵｶﾗｽｳﾘは保全。ｱﾚﾁｳﾘは駆
除、場外搬出しない）。

④軽減/消失
・生息地を工事エリアに含む堤防工
事担当へ情報提供した。

－

60 Ｈ２９

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

沼田
（美馬市）

ほ場整備（全
般）

×外来生物
（ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ）

④軽減/消
失

・生育箇所の土壌を場外搬出しな
い。

④軽減/消失

・生育地が隣接他部局の工事範囲
との境界に位置しており、精査した
結果、他部局工事範囲に生育して
いたため堤防工事担当へ情報提供
した。

－

60 Ｈ２９

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

沼田
（美馬市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ヒメﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ｺ
ｷﾞｼｷﾞｼ、ｺｲﾇｶﾞﾗ
ｼ、ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ）

④軽減/消
失

・個体を生育地の土壌と共に工事
の影響のないところに移動してお
き、工事後戻す。

④軽減/消失
・計画どおり（現地の土壌を畦畔土
として流用した）

未
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60 Ｈ２９

経営体育成基盤
整備事業
（農業競争力強化
基盤整備事業）

沼田
（美馬市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾉﾆｶﾞﾅ）

⑤代償
・種子を採取し、工事完了後、地区
内のさまざまな環境に播種する。

⑤代償
・計画どおり（個体及び種子を採取
し現地で播種及び移植を実施した）
(R元)

・生育を確認したが、
種から育てた個体は
結実しなかった(R元)
・現地移植した個体は
結実し種子が周囲に
飛んだ(R元)
・播種・移植した個体
は次年度から確認さ
れなかった(R2)
・現地の表土(種子が
入った土壌)を流用し
ているため流用した箇
所から生育を確認(R4)

61 Ｈ２９
国営附帯県営農
地防災事業

藍住３期
（藍住町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化・水路

魚類 ③修正
・移動を妨げないよう、新設および
付替え水路と現況水路との接合部
を緩傾斜とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

61 Ｈ２９

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

藍住３期
（藍住町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化・水路

魚類 ③修正
・夏場の水温上昇の抑制や、非灌
漑期の水域を確保するため、函渠
部において段差を設ける。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

61 Ｈ２９

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

藍住３期
（藍住町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化・水路

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

61 Ｈ２９

国営附帯県営農
地防災事業
（農村地域防災減
災事業）

藍住３期
（藍住町）

用水のﾊﾟｲﾌﾟﾗ
ｲﾝ化・水路

在来植生 ⑤代償
・生育場所の畦畔などの土を可能
な限り工事に流用する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

62 Ｈ２９ 農道整備事業
伊沢中央

２期
（阿波市）

道路（周辺・法
面）

在来植生 ③修正

・工事によってダメージを受けた路
線周辺の植生や、新設農道の法面
を、在来種により緑化を行い自然植
生の回復を図る。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

62 Ｈ２９ 農道整備事業
伊沢中央

２期
（阿波市）

道路（重機等） 全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

62 Ｈ２９ 農道整備事業
伊沢中央

２期
（阿波市）

道路
希少植物
（イヌハギ）

④軽減/消
失

・個体を生育地の土壌とともに工事
の影響外へ移動し、工事後に戻
す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

62 Ｈ２９ 農道整備事業
伊沢中央

２期
（阿波市）

道路
希少植物
（イヌハギ）

⑤代償
・個体と種子を採取し、工事の影響
のない類似の環境へ移植及び播種
する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

63 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

塚池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減/消
失

・種子を採取し工事後播種するとと
もに、個体を土壌とともに避難し、
工事後植戻しする。

④軽減/消失

・種子・個体を採取し、播種・保護育
成を行った。工事後工事後植戻す
予定(H30)
・工事後、保護育成していたコカモ
メヅルを3株、堤体部に移植した
(R4.6月)

・移植した3株は、いず
れも開花し、結実し
た。定着したと考える
(R4.11月)

63 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

塚池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

在来植生
④軽減/消
失

・堤体に緑化部分を設ける。 ④軽減/消失
・計画どおり（堤体に緑化部分を設
けた）。

未

63 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

塚池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

水生動物
（ﾄﾞｼﾞｮｳ･ｵｵﾀﾆ
ｼ）

④軽減/消
失

・ﾄﾞｼﾞｮｳは、流入谷川へ移動させ
る。
・ｵｵﾀﾆｼは、池流入部の湿水域に
避難させる。

④軽減/消失

・ﾄﾞｼﾞｮｳ：発見されず(工事実施前の
落水時に流下したと考える)(R1)
・ｵｵﾀﾆｼ：池流入部の湿水域に避
難させた(R1)

未

63 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

塚池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（濁水の流下、重機か
らの油流出、飛散等が無いよう工
事を実施）。

－

63 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

塚池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

×外来種
（ｽｲﾚﾝ・ｺｲ・ｱﾒﾘ
ｶｻﾞﾘｶﾞﾆ）

③修正

・ｽｲﾚﾝは、生育する土壌を工事箇
所周辺で乾燥させ駆除する。
・ｺｲは、ため池外に移す。
・ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆは、減水時に駆除す
る。

③修正
・ｽｲﾚﾝ：発見されず(R1)
・ｺｲ：別箇所に移した(R1)
・ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ：発見されず(R1)

－

64 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

花園池
（三好市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減/消
失

・種子を採取し工事後播種するとと
もに、個体を土壌とともに避難し、
工事後植戻しする。

④軽減/消失
・ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙの個体及び表土を仮置き
した。工事完成後、現地へ移植予
定。

・プランターに移植した
個体は生育確認でき
ない(R3)
・R4春に堤体法面に自
生していたがその後草
刈りによって個体の確
認ができない状況であ
るためR5春に再度現
地確認を行う(R4)

64 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

花園池
（三好市）

ため池堤体改
修

在来植生
④軽減/消
失

・堤体に緑化部分を設ける。 未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

64 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

花園池
（三好市）

ため池堤体改
修

貝類
（ｵｵﾀﾆｼ）

④軽減/消
失

・池流入部の湿水域に避難させる。 ⑤代償
・工事期間中における湿水域確保
が困難であるため近隣の池に避難
させた(R4)

－

64 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

花園池
（三好市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（濁水の流下、重機か
らの油流出、飛散等が無いよう工
事を実施）

－
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64 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

花園池
（三好市）

ため池堤体改
修

×外来種
（ｵｵｸﾁﾊﾞｽ、ﾌﾞ
ﾙｰｷﾞﾙ）

③修正
・ため池からの流出に注意し、駆除
するとともに、工事後、特定外来生
物放流禁止の啓発活動を行う。

③修正
・計画どおり（オオクチバス，ブルー
ギルの駆除実施）(R4)

－

65 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

妙見池
（阿南市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減/消
失

・種子を採取し工事後播種するとと
もに、個体を土壌とともに避難し、
工事後植戻しする。

④軽減/消失

・ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙの個体を採取した。今
後、保護育成し、種子の採取及び
播種により移植のための苗の生産
を行う。(R2)
・新たな個体を採取、育成し、種子
の採取、播種により移植のための
育苗中。(R3)

未

65 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

妙見池
（阿南市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｽｽﾒﾉｺﾋﾞｴ）

⑤代償

・種子を採取し工事後播種するとと
もに、生息地の表土を堤体盛り土
に利用する（播種、盛り土ともに堤
体の水際）。

⑤代償

・ｽｽﾞﾒﾉｺﾋﾞｴの個体を採取した。今
後、保護育成し、種子の採取及び
播種により移植のための苗の生産
を行う。(R2)
・新たな個体を採取、育成し、種子
の採取、播種により移植のための
育苗中。(R3)

未

65 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

妙見池
（阿南市）

ため池堤体改
修

魚類
（ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ｼﾏﾋﾚ
ﾖｼノボリ）

②最小化
・堤体内側の法面保護にﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄ
など水際植物の生息しやすい構造
とし、魚類の生息空間を創出する。

④軽減/消失
・3ヶ年に分けて堤体工事を実施し、
完了後(R5)ﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄ敷設予定。
(R3)

－

65 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

妙見池
（阿南市）

ため池堤体改
修

貝類
（ｵｵﾀﾆｼ、ﾏｼｼﾞ
ﾐ）

④軽減/消
失

・工事の水抜きの際、避難出来るよ
うゆっくりと落水する。

④軽減/消失
・計画どおり（地元土地改良区と連
携し、水を徐々に排水することに努
めた）。

－

65 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

妙見池
（阿南市）

ため池堤体改
修

水生生物
④軽減/消
失

・避難場所として、ため池内部に溜
水域を確保する。

④軽減/消失
・計画どおり（ため池流入部に溜水
域を確保した）。

－

65 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

妙見池
（阿南市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散しないようにする。

④軽減/消失

・計画どおり（工事の際、濁水流出
防止及び、工事中の作業機械の点
検整備により油類の流出飛散防止
に努めた）。

－

65 Ｈ３０
老朽ため池等整
備事業

妙見池
（阿南市）

ため池堤体改
修

×外来種
（ｵｵｸﾁﾊﾞｽ、ﾌﾞ
ﾙｰｷﾞﾙ）

④軽減/消
失

・特定外来生物を放流されないよう
啓発を行う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

66 Ｈ３１
老朽ため池等整
備事業

大師池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｵｵｶﾗｽｳﾘ）

④軽減/消
失

・種子を採取し工事後適地に播種
するとともに、個体を適地に移植す
る。

①回避
・生育箇所を工事範囲外とし、回避
した(R4)

-

66 Ｈ３１
老朽ため池等整
備事業

大師池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾐﾔｺｲﾊﾞﾗ）

④軽減/消
失

・施工業者に保護の啓発を行うとと
もに、個体に影響を極力与えないよ
う、仮設道路や重機仮置きの位置
を選定する。

④軽減/消失
・計画どおり（施工業者に対して保
護の啓発等を行った）(R4)

-

66 Ｈ３１
老朽ため池等整
備事業

大師池
（美馬市）

ため池堤体改
修

魚類等
（ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ、ｵｵﾀ
ﾆｼ）

④軽減/消
失

・施工時の減水期に個体を一時避
難させ、施工後に同池に戻す。

④軽減/消失
・計画どおり（工事実施前に個体を
一時避難させた）(R4.11月)

未

66 Ｈ３１
老朽ため池等整
備事業

大師池
（美馬市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減/消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事の際、濁水の流
下、重機からの油流出、飛散防止
に努めた。）

-

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ）

①回避
・ミズタカモジグサが生育している
土水路を、一部現況のまま残し、生
育環境を保全する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（水
路）

希少植物
（ｵｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈ、ｸ
ﾛﾓ）

②最小化
・排水路底版部の構造を、多孔質
（石張）とし、水生植物の生育空間
を復元する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ｺｲ
ﾇｶﾞﾗｼ、ﾐｽﾞﾏﾂ
ﾊﾞ、ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀ
ﾃﾞ、ｶﾜﾁﾞｼｬ、ｽｽﾞ
ﾒﾉﾊｺﾍﾞ）

④軽減／消
失

・水田土壌の再利用を行い生育環
境を復元する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾉﾆｶﾞﾅ）

④軽減／消
失

・種子を採取し育苗して、工事後に
田畔に植え戻す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ、
ﾌｻｽｹﾞ、ｱｾﾞｽ
ｹﾞ、ｳﾏｽｹﾞ、ｵｸﾞ
ﾙﾏ）

⑤代償

・できる限り多くの個体を採取し栽
培して、工事後、田畔に植え戻す。
また、代替湿地の田畔に植え戻
す。

⑤代償

・ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻの種子採取を行い保
管した(R4.5月)
・次年度(R5)施工範囲に生育してい
るﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ、ｱｾﾞｽｹﾞ、ｵｸﾞﾙﾏの
生育状況を確認(R4.5月)

未

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ）

⑤代償
・ミズオオバコが生育している土壌
を取り置きしておき、工事後、類似
環境の田に再利用する。

⑤代償
・ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺの個体を採取し保護育
成を行った(R4.8月～12月)
・R4.11月に開花

未

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（水
路）

魚類 ①回避
・魚介類の供給源や生息空間とし
て重要と思われる土水路・石積み
の現況水路を一部残す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（水
路）

魚類 ③修正
・新設および付替え水路と現況水
路との接合部において、魚類の移
動を妨げないよう緩傾斜とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施
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67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（水
路）

貝類 ③修正
・函渠部において、段差をもうけ土
砂の溜まりをつくり、貝類の生息場
所となる構造とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（水
路）

魚類 ③修正
・大津田川と排水路の連続性を保
つため、接続部に段差を付けない。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

67 R2
経営体育成基盤
整備事業

長生中央
ほ場整備（重
機）

全般
④軽減／消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流失、飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

②最小化
・堤体外側の法面保護として、シバ
等の在来種による緑化を行い、外
来種の侵入を抑制する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減／消
失

・工事までに個体を避難させ、プラ
ンターにより保護育成した個体及び
現地採取した種子を播種育苗した
コカモメヅルを、工事後の堤体に再
移植する。

④軽減/消失

・今年度工事区域内のコカモメヅル
1個体を採取し育成した(R4.6月)
・また、結実期に現地に生育してい
る個体から種子の採取を行った
(R4.11月)

・現地採取したコカモメ
ヅル1個体の生育状況
をモニタリング中(R4)
・9月に開花したが結
実しなかった(R4)

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

魚類
（ﾓﾂｺﾞ、ｼﾏﾋﾚﾖｼ
ﾉﾎﾞﾘ）

②最小化

・堤体内側の張りブロックについ
て、魚介類の生息場所としての水
際植物が生育できる環境配慮型護
岸（多孔質の張りブロック等）を堤体
の一部に使用する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

魚類
（ﾓﾂｺﾞ、ｼﾏﾋﾚﾖｼ
ﾉﾎﾞﾘ）

④軽減／消
失

・工事の際池流入付近の浅瀬にビ
オトープ池的なものを造成し、在来
水生動物の避難場所とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

魚類
（ﾓﾂｺﾞ、ｼﾏﾋﾚﾖｼ
ﾉﾎﾞﾘ）

④軽減／消
失

・施工時の減水に併せ個体を採捕
し、同一水系で第1金清池と類似し
た環境のため池に分散避難させ、
工事後戻す。

④軽減/消失

・計画どおり（ﾓﾂｺﾞ、ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘを
採捕し、同一水系で第1金清池と類
似した環境のため池(第2金清池)に
分散避難させた）(R2)
・R2に、下流水域に避難させた配慮
対象種(ﾓﾂｺﾞ・ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘ)の生息
状況を確認するため現地調査を実
施(R3･R4)

・R3年度の調査では、
下流水域で、ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉ
ﾎﾞﾘが多数採捕された
が、ﾓﾂｺﾞは採補できな
かった(R3)
・R4年度の再調査にお
いて下流水域でﾓﾂｺﾞ、
ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘが多数採
捕された(R4)

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

×外来種
（ｵｵｸﾁﾊﾞｽ、ﾌﾞ
ﾙｰｷﾞﾙ）

④軽減／消
失

・外来生物の放流禁止サインによる
生態系配慮の啓発

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

68 R2
老朽ため池等整
備事業

第一金清池
（阿波市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減／消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

④軽減/消失
・計画どおり（工事の際、濁水の流
出、重機からの油類の流出・飛散
に注意するよう、業者に指導した）。

・工事の際、濁水の流
出、重機からの油類の
流出・飛散に注意し
た。

69 R2
老朽ため池等整
備事業

オソノ池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

②最小化
・堤体外側の法面保護として、シバ
等の在来種による緑化を行い、外
来種の侵入を抑制する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R2
老朽ため池等整
備事業

オソノ池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）

④軽減／消
失

・工事までに個体を避難させ、プラ
ンターにより保護育成した個体及び
現地採取した種子を播種育苗した
コカモメヅルを、工事後の堤体に再
移植する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R2
老朽ため池等整
備事業

オソノ池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾐﾔｺｲﾊﾞﾗ）

④軽減／消
失

・可能なかぎり個体が工事の影響
を受けないよう、工事の際、工事業
者に希少植物の生育場所の周知、
保護についての啓発を行う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 -

69 R2
老朽ため池等整
備事業

オソノ池
（美馬市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ﾐﾔｺｲﾊﾞﾗ）

④軽減／消
失

・工事の際、仮設道路の位置や重
機の仮置きの位置が個体の生育箇
所に可能なかぎり影響を及ばさな
いよう配慮する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 -

69 R2
老朽ため池等整
備事業

オソノ池
（美馬市）

ため池堤体改
修

魚類
（ﾓﾂｺﾞ）

④軽減／消
失

・施工時の減水期に個体を採取し、
同池または近隣のため池に避難場
所を検討し、一時避難させ、施工後
に同池に戻す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R2
老朽ため池等整
備事業

オソノ池
（美馬市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減／消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

70 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備（水
田表土）

希少植物
（ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ｱ
ｽﾞﾏﾂﾒｸｻ、ﾐｽﾞﾏ
ﾂﾊﾞ、ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞ
ﾀﾃﾞ、ｺｲﾇｶﾞﾗｼ、ｶ
ﾜﾁﾞｼｬ、ｽｽﾞﾒﾉﾊｺ
ﾍﾞ）

④軽減／消
失

・水田土壌の再利用を行い生育環
境を復元する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾉﾆｶﾞﾅ）

④軽減／消
失

・種子を採取し育苗して、工事後の
畦畔に植え戻す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ｸﾛｶﾜｽﾞｽｹﾞ、ｱ
ｾﾞｽｹﾞ）

④軽減／消
失

・種子を採取するとともに、個体を
掘り取り栽培し、工事後の田畔に植
え戻す。また、採取した種子を工事
後の畦畔に播種する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾋﾒﾅﾐｷ）

④軽減／消
失

・できる限り多くの個体を採取して
栽培して、工事後の畦畔に播種す
る

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚類 ①回避
・魚介類の供給源や生息空間とし
て重要と思われる土水路・石積み
の現況水路を一部残す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

69 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚類 ③修正

・新設および付け替え水路と現況水
路との接合部において、魚類の移
動を妨げないよう緩傾斜とする。ま
た、排水路と河川の連続性を保つ
ため、接合部に段差を付けない。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施
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69 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚類 ③修正
・函渠部において、段差をもうけ土
砂の溜まりをつくり、水生生物の生
息空間となる構造にする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

69 R3
経営体育成基盤
整備事業

和田島
（小松島市）

ほ場整備 全般
④軽減／消
失

・工事の際、濁水の流出、重機から
の油類の流出・飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

71 R3
老朽ため池等整
備事業

土井の池
（東みよし

町）

ため池堤体改
修

在来植物 ③修正

・堤体外側の法面保護として、自然
植生により回復を図る。また、種子
吹付を行う場合は在来種で国内産
の種子を採用する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

71 R3
老朽ため池等整
備事業

土井の池
（東みよし

町）

ため池堤体改
修

水生生物 ②最小化

・堤体内側の法面保護にブロック
マットなど水際植物の生育しやすい
構造とし、水生生物の生息空間を
創出する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

71 R3
老朽ため池等整
備事業

土井の池
（東みよし

町）

ため池堤体改
修

水生生物
④軽減／消
失

・工事の際、水生生物の避難場所
として、ため池内部に溜水域を確保
する。

④軽減／消
失

・計画どおり（ため池内部に湿水域
を設け、水生生物(ｼﾏﾋﾚﾖｼﾉﾎﾞﾘ)を
避難させた）(R4)

未

71 R3
老朽ため池等整
備事業

土井の池
（東みよし

町）

ため池堤体改
修

全般
④軽減／消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

④軽減／消
失

・計画どおり（濁水の流下、重機か
らの油流出、飛散等が無いよう工
事を実施中）。

－

71 R3
老朽ため池等整
備事業

土井の池
（東みよし

町）

ため池堤体改
修

×外来種
（ｵｵｸﾁﾊﾞｽ、ﾌﾞ
ﾙｰｷﾞﾙ）

④軽減／消
失

・維持管理において、オオクチバス
やブルーギル等の特定外来生物を
放流されないよう啓発を行う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

72 R3
老朽ため池等整
備事業

大谷溜
（阿南市）

ため池堤体改
修

希少植物
（ｸﾛﾓ）

④軽減／消
失

・ｸﾛﾓの殖芽を採取し、栽培する。
工事完了後、生育していた場所に
殖芽および個体を植え戻す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

72 R3
老朽ため池等整
備事業

大谷溜
（阿南市）

ため池堤体改
修

水生生物 ②最小化

・堤体内側の法面保護にブロック
マットなど水際植物の生育しやすい
構造とし、水生生物の生息空間を
創出する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

72 R3
老朽ため池等整
備事業

大谷溜
（阿南市）

ため池堤体改
修

水生生物
④軽減／消
失

・工事の際、水生生物の避難場所
として、ため池内部に溜水域を確保
する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

72 R3
老朽ため池等整
備事業

大谷溜
（阿南市）

ため池堤体改
修

全般
④軽減／消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

72 R3
老朽ため池等整
備事業

大谷溜
（阿南市）

ため池堤体改
修

×外来種
（ｵｵｸﾁﾊﾞｽ、ﾌﾞ
ﾙｰｷﾞﾙ）

④軽減／消
失

・維持管理において、オオクチバス
やブルーギル等の特定外来生物を
放流されないよう啓発を行う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

73 R3
老朽ため池等整
備事業

若松
（海陽町）

堰改修（仮設
計画）

希少植物
（ﾕｷﾓﾁｿｳ、ﾐｿﾅ
ｵｼ、ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ、ﾐ
ｽﾞﾈｺﾉｵ、ｽｽﾞﾒﾉ
ﾊｺﾍﾞ、ﾉﾆｶﾞﾅ）

④軽減／消
失

・仮設道路盛土搬入による道路用
地をできる限り少なくし、運搬車両
による粉塵等による希少植物の生
育環境への影響を軽減する。また、
希少植物の生育場所にマーキング
を行い、工事担当者への注意感喚
起を行う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

73 R3
老朽ため池等整
備事業

若松
（海陽町）

堰改修（重機）

希少植物
（ﾕｷﾓﾁｿｳ、ﾐｿﾅ
ｵｼ、ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ、ﾐ
ｽﾞﾈｺﾉｵ、ｽｽﾞﾒﾉ
ﾊｺﾍﾞ、ﾉﾆｶﾞﾅ）

④軽減／消
失

・低公害型の作業機械の使用と重
機からの油類の流出、飛散に注意
し、希少植物への影響を軽減する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

73 R3
老朽ため池等整
備事業

若松
（海陽町）

堰改修（魚道）
魚類（ｵｵｼﾏﾄﾞ
ｼﾞｮｳ、ﾎﾞｳｽﾞﾊ
ｾﾞ、ｱﾕ、ｳｸﾞｲ）

②最小化

・魚道の破損による漏水を修復し、
新たに植石により、魚道部の水深・
流速に変化を設け、遊泳力の弱い
魚種でも、機能する形式とする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

73 R3
老朽ため池等整
備事業

若松
（海陽町）

堰改修（護床） 魚類 ③修正

・堰下流側の護床部を改修し、現況
河床にすり付け、堰での河川の段
差、分断を解消し、生物的連続性を
確保する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

73 R3
老朽ため池等整
備事業

若松
（海陽町）

堰改修（全般） 全般
④軽減／消
失

・工事中の土砂流出や濁水流下を
最小限につとめ、下流の水生動物
への影響を軽減する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

74 R3
震災対策農業水
利施設整備事業

一の堰
（阿南市）

堰改修（仮設
計画）

希少植物
（ﾌｻｽｹﾞ）

①回避
・希少植物の生育場所を、仮設道
路や資材置き場として利用しない。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

74 R3
震災対策農業水
利施設整備事業

一の堰
（阿南市）

堰改修（仮設
計画）

希少植物
（ﾌｻｽｹﾞ）

④軽減／消
失

・仮設道路盛土搬入による道路用
地をできる限り少なくし、運搬車両
による粉塵等による希少植物の生
育環境への影響を軽減する。また、
希少植物の生育場所にマーキング
を行い、工事担当者への注意感喚
起を行う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

73 R3
震災対策農業水
利施設整備事業

一の堰
（阿南市）

堰改修（重機） 在来植物
④軽減／消
失

・低公害型の作業機械の使用と重
機からの油類の流出、飛散に注意
し、在来植物への影響を軽減する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

堰改修（魚道） 魚類 ③修正

・アユ（遊泳魚）を対象とした形状の
既存の魚道を、ニホンウナギやゴク
ラクハゼ（底生魚）も遡上できる直
壁部を斜路にした形状に改良する

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

73 R3
震災対策農業水
利施設整備事業

一の堰
（阿南市）

堰改修（魚道） 魚類 ③修正

・アユ（遊泳魚）を対象とした形状の
既存の魚道を、ニホンウナギやゴク
ラクハゼ（底生魚）も遡上できる直
壁部を斜路にした形状に改良する

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

75 R4
経営体育成基盤
整備事業

黒地
（阿南市）

（小松島市）

ほ場整備（水
田表土）

希少植物
（ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ、ｳｽｹﾞ
ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ、ｺｲﾇ
ｶﾞﾗｼ）

④軽減／消
失

・水田土壌の再利用を行い生育環
境を復元する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施
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75 R4
経営体育成基盤
整備事業

黒地
（阿南市）

（小松島市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾉﾆｶﾞﾅ）

④軽減／消
失

・種子を採取し育苗して、工事後の
畦畔に植え戻す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

75 R4
経営体育成基盤
整備事業

黒地
（阿南市）

（小松島市）

ほ場整備（畦
畔）

希少植物
（ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ）

④軽減／消
失

・できる限り多くの個体を採取栽培
して工事後の畦畔に植え戻す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

75 R4
経営体育成基盤
整備事業

黒地
（阿南市）

（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚介類全般 ①回避
・魚介類の供給源や生息空間とし
て重要と思われる現況水路を一部
残す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

75 R4
経営体育成基盤
整備事業

黒地
（阿南市）

（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚介類全般 ③修正

・新設および付替え水路と現況水
路との接合部において、魚類の移
動を妨げないよう緩傾斜とする。ま
た、排水路と河川の連続性を保つ
ため、接続部に段差を付けない。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

75 R4
経営体育成基盤
整備事業

黒地
（阿南市）

（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚介類全般 ③修正
・函渠部において、段差をもうけ土
砂の溜まりをつくり、水生生物の生
息空間となる構造にする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

76 R4
県営かんがい排
水事業（高収益
型）

田野
（小松島市）

ほ場整備（水
田表土）

希少植物
（ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ｺｲ
ﾇｶﾞﾗｼ）

④軽減／消
失

・水田土壌の再利用を行い生育環
境を復元する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

76 R4
県営かんがい排
水事業（高収益
型）

田野
（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚介類全般（ﾇﾏ
ﾑﾂ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾏ
ﾙﾀﾆｼ）

③修正
・函渠部において、段差をもうけ土
砂の溜まりをつくり、水生生物の生
息空間となる構造にする。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

76 R4
県営かんがい排
水事業（高収益
型）

田野
（小松島市）

ほ場整備（水
路）

魚介類全般（ﾇﾏ
ﾑﾂ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾏ
ﾙﾀﾆｼ）

⑤代償
・新設水路の擁壁を一部石積みで
施工することで生物の生息空間を
確保する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

76 R4
県営かんがい排
水事業（高収益
型）

田野
（小松島市）

ほ場整備 全般
④軽減／消
失

・工事の際、濁水の流下、重機から
の油流出、飛散に注意する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

77 R4
老朽ため池等整
備事業

古志田池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

希少植物（ｺｶﾓﾒ
ﾂﾞﾙ）

④軽減／消
失

・コカモメヅルの個体と種子を採取
し、工事期間中個体を育成し、種子
から苗の増殖を行い、工事後の堤
体に植え戻す。

④軽減／消
失

・種子採取後、播種し保護育成中
(R4.11月)
・次年度(R5)に個体採取を予定

未

77 R4
老朽ため池等整
備事業

古志田池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

草原性の在来
植物

④軽減／消
失

・堤体に生育する草原性の在来植
物は、工事の際に表土を剥ぎ取り、
改修する堤体に流用する。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

77 R4
老朽ため池等整
備事業

古志田池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

魚介類（ｵｵﾀﾆ
ｼ）

④軽減／消
失

・オオタニシは、工事において減水
する際に確認したものについて、池
上流部の留水域に移動させる。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 工事の未実施

77 R4
老朽ため池等整
備事業

古志田池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

×外来種（ﾌﾞﾙｰ
ｷﾞﾙ、ｳｼｶﾞｴﾙ、ｺ
ｲ）

④軽減／消
失

・工事において減水した際に、特定
外来生物のブルーギルとウシガエ
ルを駆除する。また、コイについて
は管理者と調整し他の場所に移
す。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －

77 R4
老朽ため池等整
備事業

古志田池
（吉野川市）

ため池堤体改
修

×外来種（全
般）

④軽減／消
失

・維持管理において、オオクチバス
やブルーギルなど特定外来生物を
放流されないよう啓発を行う。

未 配慮箇所周辺の工事未実施 －
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